
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
﹃
帝
謚
考
﹄
の
成
立
過
程

袂
袒
森
鷗
外
の
書
き
込
み
を
も
と
に
袂
袒

田

代

圭

一

一

は
じ
め
に

本
稿
で
は
︑
森
鷗
外
︵
森
林
太
郎
︑
一
八
六
二
～
一
九
二
二
︶
が
図
書
頭(�
)

時
代
に
編
纂
し

た
﹃
帝
謚
考
﹄
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
考
察
す
る
︒
﹃
帝
謚
考
﹄
は
︑
宮
内
省
の
編
纂
物

の
一
つ
で
あ
り(

)

︑
神
武
天
皇
か
ら
明
治
天
皇
に
至
る
歴
代
天
皇
の
謚
号
の
由
来
︑
出
典
に

つ
い
て
考
証
し
た
も
の
で
︑
大
正
八
年
︵
一
九
一
九
︶
十
月
三
日
に
脱
稿
︑
翌
々
十
年

︵
一
九
二
一
︶
に
図
書
寮
か
ら
一
〇
〇
部
が
刊
行
さ
れ
た
︒
こ
れ
ら
の
末
尾
の
刊
記
に
は
︑

冊
ご
と
に
朱
で
刊
行
順
の
番
号
が
印
字
さ
れ
て
い
る(�
)
︒
﹃
帝
謚
考
﹄
の
刊
行
年
月
日
︑
該

当
予
算
の
執
行
及
び
決
算
に
関
す
る
宮
内
省
当
時
の
公
文
書
類
は
︑
沼
倉
延
幸
﹁
図
書
頭

森
林
太
郎
︵
鷗
外
︶
に
関
す
る
基
礎
的
研
究(�
)

﹂
に
よ
れ
ば
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
︑
右
記
の

刊
行
年
月
に
は
公
的
資
料
に
よ
る
検
証
・
確
定
が
望
ま
し
い(

)

︒

筆
者
は
二
〇
一
二
年
度
か
ら
二
〇
二
二
年
度
に
か
け
て
書
陵
部
図
書
課
保
存
調
査
室
に

在
籍
し
︑
か
つ
同
課
図
書
寮
文
庫
第
一
図
書
調
査
室
に
兼
務
す
る
中
で
︵
二
〇
二
三
年
度

は
第
一
図
書
調
査
室
専
属
︶
︑
資
料
保
存
全
般
の
業
務
に
携
わ
り
つ
つ
︑
図
書
寮
か
ら
書
陵

部
に
引
き
継
が
れ
た
前
近
代
の
古
典
籍
・
古
記
録
に
関
す
る
調
査
研
究
や
︑
図
書
寮
以
来

の
保
存
管
理
の
変
遷
及
び
図
書
寮
全
般
の
沿
革
に
つ
い
て
の
調
査
研
究
を
進
め
て
き
た(�
)

︒

そ
の
一
つ
と
し
て
森
鷗
外
が
図
書
頭
で
あ
っ
た
時
期
の
図
書
寮
の
様
相
及
び
鷗
外
の
図
書

頭
と
し
て
の
事
蹟
の
調
査
を
行
っ
て
い
た
折
︑
﹃
帝
謚
考
﹄
も
調
査
対
象
と
し
て
い
た
︒

﹃
帝
謚
考
﹄
は
﹃
鷗
外
全
集

第
二
十
巻
﹄
︵
以
下
﹁
全
集(�
)
﹂
︶
に
も
収
録
さ
れ
︑
現
在
で
は

容
易
に
内
容
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
︒
同
書
の
解
題
で
は

・
原
稿
︵
上
篇

文
京
区
立
森
鷗
外
記
念
館
蔵
︑
下
篇

天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
蔵
︶

・
校
正
刷
︵
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
蔵
︶

・
刊
本
二
種
︵
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
蔵
︑
う
ち
一
種
は
﹃
鷗
外
全
集

第
六
巻
﹄
︵
一
九

二
六
年
七
月
︑
鷗
外
全
集
刊
行
会
︶
の
原
稿
と
し
て
使
用
さ
れ
た
︑
吉
田
増
蔵
補
正
本
︶

の
校
合
結
果
が
記
さ
れ
︑
そ
の
成
立
過
程
を
た
ど
る
こ
と
が
で
き
る(�
)

︒

『
帝
謚
考
﹄
は
︑
宮
内
庁
書
陵
部
図
書
寮
文
庫
に
も
五
点
を
所
蔵
し
て
い
る
も
の
の

︵
以
下
︑
﹁
書
陵
部
本
﹂
︶
︑
こ
れ
ら
は
全
集
で
の
校
合
に
用
い
ら
れ
て
お
ら
ず
︑
し
か
も
鷗

外
関
係
の
諸
文
献
に
も
言
及
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
︒
書
陵
部
本
に
は
手
書
き
の
書

き
込
み
を
多
く
持
つ
伝
本
も
含
ま
れ
て
お
り
︑
筆
跡
を
検
討
し
た
と
こ
ろ
︑
森
鷗
外
に
よ

る
も
の
と
思
わ
れ
る
書
き
込
み
が
多
数
確
認
さ
れ
た
︒
そ
こ
で
本
稿
は
書
陵
部
本
の
書
き

込
み
を
検
討
し
︑
本
文
を
全
集
解
題
の
校
異
と
照
合
す
る
こ
と
で
﹃
帝
謚
考
﹄
の
成
立
過
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程
に
可
能
な
限
り
新
た
な
知
見
を
加
え
︑
更
に
は
書
陵
部
本
に
お
け
る
鷗
外
の
関
与
に
つ

い
て
も
検
討
を
試
み
た
い
︒
な
お
︑
以
後
の
本
稿
の
表
記
は
基
本
的
に
常
用
字
体
を
用
い
︑

人
名
と
し
て
は
引
用
等
︑
特
別
な
場
合
を
除
い
て
﹁
森
鷗
外
﹂
と
す
る
︒

二

書
陵
部
本
の
概
要

こ
こ
で
は
書
陵
部
本
﹃
帝
謚
考
﹄
五
点
に
つ
い
て
︑
宮
内
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
﹁
書
陵
部

所
蔵
資
料
目
録
・
画
像
公
開
シ
ス
テ
ム
﹂
︵
以
下
︑
﹁
画
像
公
開
シ
ス
テ
ム
﹂
︶
記
載
内
容
及

び
付
随
し
て
書
誌
を
記
す
︒
点
数
は
い
ず
れ
も
﹁
一
﹂
︑
編
著
者
は
﹁
森
林
太
郎
︹
森
鴎

外
︺
﹂
で
共
通
し
て
お
り
︑
各
項
目
中
に
お
け
る
記
載
は
省
略
し
た
︒
ま
た
︑
左
記
ａ
～

ｅ
の
う
ち
︑
ａ
～
ｄ
の
家
別
︵
図
書
寮
文
庫
所
蔵
以
前
の
所
蔵
先
︶
は
空
欄
で
あ
る
た
め
︑

記
載
し
な
か
っ
た
︒
項
目
を
記
し
た
箇
所
は
︻

︼
と
し
︑
ゴ
シ
ッ
ク
体
が
画
像
公
開
シ

ス
テ
ム
か
ら
引
用
し
た
箇
所
で
あ
る
︒

ａ

帝
謚
考

【
函
架
番
号
︼
二
七
一
・
二
八
六

【
刊
写
情
報
︼
活
版
︑
大
正
十
年
︑
宮

内
省
図
書
寮
︵
カ
ラ
ー
図
版
一
︶

【
縦
︼
二
七
・
〇
ｃ
ｍ

【
横
︼
一
八
・
四
ｃ
ｍ

【
題
簽
︼
﹁
帝
謚
考

全
﹂
︑
子
持
枠
を

持
つ
刷
題
簽
を
左
上
に
貼
付

【
装
訂
︼
袋
綴
じ

【
紙
数
︼
墨
付
一
二
三
枚
︵
目
録
六
枚
︑

本
文
一
一
七
枚
︶

【
蔵
書
印
︼
目
録
第
一
丁
表
右
上
に
﹁
宮
内
省
図
書
印
﹂
︵
正
方
朱
文
︶

【
付
記
︼
表
紙
右
下
に
ラ
ベ
ル
︵
台
帳
番
号
︑
冊
数
︑
函
架
番
号
が
記
さ
れ
た
も
の
︶
を
貼
付
︑

見
返
し
に
正
誤
表
を
貼
付
︑
本
文
一
二
頁
︑
一
四
頁
︑
一
五
頁
に
後
人
に
よ
る
鉛
筆
書
き

の
書
き
込
み
あ
り
︵
本
文
の
内
容
を
補
足
し
た
も
の
︶
︑
巻
末
に
は
﹁
大
正
辛
酉
図
書
寮
付

工
印
止
一
百
本
是
為
第
九
本
﹂
の
刊
記
あ
り
︵
﹁
九
﹂
は
朱
︶
︒

ｂ

帝
謚
考
︵
草
稿
副
本
)

【
函
架
番
号
︼
二
七
二
・
二
〇
四

【
刊
写
情
報
︼
写
︑
︵
副

本
︶
カ
ー
ボ
ン
複
写
︑
大
正
八
年
袞
十
年

【
縦
︼
二
六
・
三
ｃ
ｍ

【
横
︼
一
九
・
一
ｃ
ｍ

【
題
簽
︼
﹁
帝
謚
考

全
﹂
︑
子
持
枠
を

持
つ
書
題
簽
を
左
上
に
貼
付

【
装
訂
︼
線
装
本
︵
片
面
書
写
の
料
紙
︑
袋
綴
じ
の
形
態
の
四

つ
目
綴
じ
)

【
紙
数
︼
墨
付
三
三
四
枚
︵
目
録
六
枚
︑
本
文
三
二
八
枚
︶
︑
末
尾
に
袋
綴
じ
状

に
折
っ
た
白
紙
一

【
蔵
書
印
︼
目
録
第
一
丁
表
右
上
に
﹁
宮
内
省
図
書
印
﹂
︵
正
方
朱
文
︶

【
付
記
︼
本
文
は
手
書
き
︑
表
紙
右
下
に
ラ
ベ
ル
︵
台
帳
番
号
︑
冊
数
︑
函
架
番
号
が
記
さ
れ

た
も
の
︶
を
貼
付
︑
本
文
の
削
除
や
貼
継
に
よ
る
挿
入
が
あ
り
︑
料
紙
の
大
き
さ
が
一
定

し
て
い
な
い
箇
所
も
あ
る
︒
各
丁
左
下
に
紙
数
が
記
さ
れ
て
い
る
が
︑
﹁
八
一
﹂
の
次
に

﹁
八
二
袞
一
﹂
︑
﹁
二
一
七
﹂
の
次
に
﹁
二
一
七
袞
一
﹂
が
あ
る
︒
ま
た
︑
二
二
六
～
二
二

九
を
欠
く
︵
﹁
二
二
五
﹂
の
次
は
﹁
二
三
〇
﹂
が
続
く
︶
︒

ｃ

帝
謚
考
︵
第
二
校
正
刷
)

【
函
架
番
号
︼
二
七
二
・
二
〇
五

【
刊
写
情
報
︼
活
版
︑

大
正
十
年
︵
カ
ラ
ー
図
版
二
︶

【
縦
︼
二
六
・
三
ｃ
ｍ

【
横
︼
一
九
・
二
ｃ
ｍ

【
題
簽
︼
﹁
帝
謚
考

欧
外

(
マ
マ
)

朱
校

全
﹂
︑

子
持
枠
を
持
つ
刷
題
簽
を
左
上
に
貼
付

【
装
訂
︼
線
装
︵
片
面
印
刷
の
料
紙
︑
袋
綴
じ
の

形
態
の
四
つ
目
綴
じ
)

【
紙
数
︼
二
四
四
枚
︵
目
録
一
一
枚
︑
本
文
二
三
三
枚
)

【
蔵
書
印
︼

目
録
第
一
丁
右
下
に
﹁
宮
内
省
図
書
印
﹂
︵
正
方
朱
文
︶

【
付
記
︼
表
紙
右
下
に
ラ
ベ
ル
︵
台
帳
番
号
︑
冊
数
︑
函
架
番
号
が
記
さ
れ
た
も
の
︶
を
貼
付
︑

巻
末
に
﹁
大
正
辛
酉
図
書
寮
付
工
印
止
一
百
本
是
為
第

本
﹂
の
刊
記
あ
り
︒

ｄ

帝
謚
考
︵
全
・
草
稿
原
本
)

【
函
架
番
号
︼
二
七
二
・
二
〇
六

【
刊
写
情
報
】

カ
ー
ボ
ン
複
写
︑
大
正
八
年
袞
十
年

【
縦
︼
二
六
・
三
ｃ
ｍ

【
横
︼
一
九
・
一
ｃ
ｍ

【
題
簽
︼
﹁
帝
謚
考

全
﹂
︑
子
持
枠
を

持
つ
書
題
簽
を
左
上
に
貼
付

【
扉
︼
﹁
帝
謚
考
﹂
と
中
央
に
墨
書

扉
に
﹁
八
二
袞
一
壱
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枚

二
一
七
袞
一
壱
枚

自
二
二
六
至
二
二
九
欠

総
数
三
三
〇
頁
ノ
内
二
頁
不
足
﹂
と

墨
書
さ
れ
た
小
紙
片
が
下
部
に
貼
付

【
装
訂
︼
線
装
本
︵
片
面
書
写
の
料
紙
︑
袋
綴
じ
の

形
態
の
四
つ
目
綴
じ
)

【
紙
数
︼
墨
付
三
二
九
枚
︵
扉
一
枚
︑
本
文
三
二
八
枚
︶
︑
末
尾
に
袋

綴
じ
状
に
折
っ
た
白
紙
一

【蔵
書
印
︼
第
一
丁
表
右
上
に
﹁
宮
内
省
図
書
印
﹂︵
正
方
朱
文
)

【
付
記
︵
ｂ
と
同
︶
︼
本
文
は
手
書
き
︑
表
紙
右
下
に
ラ
ベ
ル
︵
台
帳
番
号
︑
冊
数
︑
函
架
番

号
が
記
さ
れ
た
も
の
︶
を
貼
付
︑
本
文
の
削
除
や
貼
継
に
よ
る
挿
入
が
あ
り
︑
紙
数
の
大

き
さ
が
一
定
し
て
い
な
い
も
の
も
あ
り
︒
各
丁
左
下
に
紙
数
が
記
さ
れ
て
い
る
が
︑
﹁
八

一
﹂
の
次
に
﹁
八
二
袞
一
﹂
︑
﹁
二
一
七
﹂
の
次
に
﹁
二
一
七
袞
一
﹂
が
あ
る
︒
ま
た
︑
二

二
六
～
二
二
九
を
欠
く
︵
﹁
二
二
五
﹂
の
次
は
﹁
二
三
〇
﹂
が
続
く
︶
︒

ｅ

帝
謚
考

【
函
架
番
号
︼
陵
・
一
一
〇
〇

【
刊
写
情
報
︼
活
版
︑
大
正
十
年

【
家

別
︼
諸
陵
寮
本

【
縦
︼
二
七
・
〇
ｃ
ｍ

【
横
︼
一
八
・
六
ｃ
ｍ

【
題
簽
︼
﹁
帝
謚
考

全
﹂
︑
子
持
枠
を

持
つ
刷
題
簽
を
左
上
に
貼
付

【
装
訂
︼
袋
綴
じ

【
紙
数
︼
墨
付
一
二
三
枚
︵
目
録
六
枚
︑

本
文
一
一
七
枚
)

【
蔵
書
印
︼
目
録
第
一
丁
右
上
に
﹁
諸
陵
寮
図
書
印
﹂
︵
正
方
朱
文
︶

【
付
記
︼
表
紙
右
下
に
ラ
ベ
ル
︵
台
帳
番
号
︑
冊
数
︑
函
架
番
号
が
記
さ
れ
た
も
の
︶
を
貼
付
︑

見
返
し
に
﹁
図
書
寮
寄
贈

大
正
十
二
年
十
二
月
廿
七
日

諸
陵
寮(�
)
﹂
と
墨
書
︑
本
文
二

～
三
頁
︑
八
頁
～
九
頁
︑
一
二
～
一
三
頁
の
間
に
︑
鉛
筆
書
き
の
小
紙
片
が
挟
み
込
ま
れ

て
お
り
︵
本
文
内
容
に
つ
い
て
検
討
し
た
も
の
︶
︑
一
七
頁
と
一
二
七
頁
に
黒
ペ
ン
に
よ
る
書

き
込
み
が
︵
一
七
頁
は
誤
植
箇
所
の
印
︑
一
二
七
頁
は
本
文
内
容
の
補
足
︶
︑
二
〇
六
頁
は
朱

書
で
誤
植
訂
正
︑
二
一
八
頁
に
は
鉛
筆
で
明
正
天
皇
の
﹁
明
﹂
と
﹁
正
﹂
の
漢
音
と
呉
音

が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
︒
い
ず
れ
も
後
人
の
も
の
か
︒
巻
末
に
は
﹁
大
正
辛
酉
図
書
寮
付

工
印
止
一
百
本
是
為
第
九
拾
参
本
﹂
の
刊
記
あ
り
︵
﹁
九
拾
参
﹂
は
朱
︶
︒

書
陵
部
本
の
現
状
は
い
ず
れ
も
図
書
寮
時
代
に
整
冊
さ
れ
た
も
の
と
思
し
く
︑
同
じ
形

態
と
な
っ
て
い
る
︒
参
考
と
し
て
カ
ラ
ー
図
版
一
と
し
て
ａ
︑
同
二
と
し
て
ｃ
の
表
紙
を

掲
げ
た
︒
ｂ
～
ｄ
は
︑
限
定
一
〇
〇
部
の
活
版
本
と
し
て
仕
立
て
ら
れ
た
ａ
ま
た
は
ｅ
の

体
裁
に
合
わ
せ
る
べ
く
︑
現
状
に
改
め
ら
れ
る
際
に
化
粧
裁
ち
さ
れ
た
よ
う
で
︑
朱
書
箇

所
も
切
り
落
と
さ
れ
て
い
る
︵
図
版
一
～
三
の
上
部
︶
︒
ま
た
︑
ｂ
は
左
下
に
記
さ
れ
て
い

る
紙
数
順
の
﹁
一
七
三
﹂
と
﹁
一
八
五
﹂
が
︑
ｄ
は
﹁
一
八
五
﹂
が
︑
現
状
に
改
装
さ
れ

る
際
に
綴
じ
漏
れ
と
な
っ
て
お
り
︑
本
体
か
ら
分
離
し
て
い
る
︵
現
状
で
は
そ
れ
ぞ
れ
紙
数

順
に
挟
み
込
ま
れ
て
い
る
︶
︒
い
ず
れ
も
改
装
前
の
も
の
と
思
わ
れ
る
綴
じ
穴
が
見
ら
れ
る

こ
と
か
ら
︑
現
状
に
改
め
ら
れ
る
際
に
綴
じ
漏
れ
が
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
︒
な
お
︑
図
版

一
︑
二
は
い
ず
れ
も
同
じ
箇
所
︵
一
二
五
頁
︶
で
あ
る
︒

こ
こ
で
気
に
な
る
の
は
︑
カ
ラ
ー
図
版
二
に
掲
げ
た
よ
う
に
︑
ｃ
の
表
紙
の
題
簽
に

﹁
欧
外
朱
校
﹂
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
︒
こ
の
書
付
は
後
人
に
よ
っ
て
ペ
ン
で
書

き
込
ま
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
︑
図
書
頭
で
あ
っ
た
森
鷗
外
の
書
き
込
み
が
あ
る
こ

と
を
示
唆
す
る
も
の
と
し
て
注
目
に
値
す
る
も
の
で
あ
る
︒
そ
こ
で
以
下
︑
書
陵
部
本
に

見
ら
れ
る
書
き
込
み
を
検
討
し
た
い
が
︑
ま
ず
は
各
伝
本
の
現
状
に
つ
い
て
や
や
詳
し
く

触
れ
︑
併
せ
て
そ
こ
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
成
立
順
を
述
べ
る
こ
と
と
し
た
い
︒
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三

書
陵
部
本
の
現
状
か
ら

成
立
順
の
検
証

画
像
公
開
シ
ス
テ
ム
の
︻
刊
写
情
報
︼
で
も
触
れ
た
よ
う
に
︑
書
陵
部
本
は
ｂ
と
ｄ
が

草
稿
︑
ｃ
が
校
正
刷
︑
ａ
と
ｅ
が
共
に
大
正
十
年
活
版
で
あ
る
こ
と
か
ら
︑
成
立
順
は

ｂ
・
ｄ
↓
ｃ
↓
ａ
・
ｅ
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
︒
同
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
と
︑
ｂ
は
草
稿
副

本
︑
ｄ
は
草
稿
原
本
と
あ
り
︑
次
項
で
も
改
め
て
触
れ
る
が
︑
朱
書
に
よ
る
書
き
込
み
の

内
容
は
ほ
と
ん
ど
同
一
で
あ
る
︒
し
か
し
な
が
ら
そ
の
朱
書
の
書
き
手
︑
つ
ま
り
筆
跡
が

異
な
る
上
︑
伝
本
の
現
状
を
詳
し
く
観
察
す
る
と
若
干
の
相
違
点
も
確
認
さ
れ
る
︒
よ
っ

て
こ
こ
で
は
︑
一
点
目
に
冒
頭
の
目
録
の
有
無
︑
二
点
目
に
伝
本
の
現
状
の
相
違
点
︑
三

点
目
に
朱
書
の
書
き
ぶ
り
の
相
違
点
と
い
う
三
つ
の
観
点
か
ら
比
較
を
行
う
こ
と
で
︑
共

に
草
稿
と
さ
れ
る
ｂ
と
ｄ
の
先
後
関
係
を
考
え
て
み
た
い
︒

一
点
目
の
目
録
の
有
無
で
あ
る
が
︑
上
篇
︑
下
篇
の
篇
目
を
記
す
目
録
は
ｄ
に
な
く
︑

ｂ
で
は
本
文
と
は
別
筆
で
墨
書
さ
れ
た
も
の
が
冒
頭
部
に
付
さ
れ
て
い
る
︒
こ
の
有
無
の

違
い
は
︑
後
に
な
っ
て
目
録
が
付
け
ら
れ
た
か
︑
後
に
な
っ
て
目
録
が
省
略
ま
た
は
削
除

さ
れ
た
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
︑
成
立
順
に
鑑
み
て
ｃ
↓
ａ
・
ｅ
す
な
わ
ち
校
正
刷
と

活
版
に
は
い
ず
れ
も
目
録
の
記
載
が
あ
る
の
で
︑
作
業
が
進
ん
だ
こ
と
に
よ
り
目
録
が
加

え
ら
れ
た
と
す
る
方
が
自
然
で
あ
ろ
う
︒
目
録
に
は
朱
書
で
篇
目
の
高
さ
を
指
示
す
る
書

き
込
み
も
見
ら
れ
︑
体
裁
が
徐
々
に
整
っ
て
い
く
過
程
も
窺
え
る
こ
と
か
ら
︑
目
録
は
後

に
な
っ
て
加
え
ら
れ
た
も
の
︑
つ
ま
り
ｄ
↓
ｂ
と
い
う
流
れ
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
︒

二
点
目
の
︑
伝
本
の
現
状
に
つ
い
て
は
︑
図
版
四
︵
ｄ
︶
と
図
版
五
︵
ｂ
︶
を
例
に
述

べ
る
︒
い
ず
れ
も
本
文
上
で
は
同
じ
場
所
で
︑
二
六
頁
に
あ
た
る
︒

図
版
四
で
は
﹁
一
行
ア
キ
﹂
と
い
う
朱
書
の
指
示
が
︑
図
版
五
で
は
貼
継
ぎ
に
よ
り
一

行
挿
入
さ
れ
た
状
態
と
な
っ
て
空
け
ら
れ
て
お
り
︑
朱
書
の
指
示
が
実
行
さ
れ
た
形
と
な

っ
て
い
る
︒
こ
の
点
か
ら
も
ｄ
↓
ｂ
と
い
う
先
後
関
係
が
導
き
出
さ
れ
よ
う
︒

そ
し
て
三
点
目
の
︑
朱
書
の
書
き
ぶ
り
に
つ
い
て
は
︑
例
と
し
て
図
版
六
︵
ｄ
︶
と
図

版
七
︵
ｂ
︶
を
掲
げ
た
︒
こ
の
二
点
も
本
文
上
で
は
同
じ
場
所
︵
八
八
頁
︶
で
あ
る
︒
図

版
六
の
朱
書
の
指
示
が
簡
潔
で
あ
る
の
に
比
し
て
︑
図
版
七
の
指
示
は
具
体
的
か
つ
丁
寧

で
あ
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
︒
同
様
の
書
き
ぶ
り
は
ｂ
と
ｄ
の
全
体
を
通
し
て
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
︑
こ
れ
ら
か
ら
は
ｄ
の
朱
書
の
指
示
を
踏
ま
え
︑
ｂ
で
は
別
の
人
物
が
指
示
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ｃ
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内
容
を
よ
り
詳
し
く
︑
丁
寧
に
記
す
形
と
な
っ
て
い
る
と
言
え
る
︒
以
上
三
点
か
ら
︑
ｄ

↓
ｂ
と
い
う
流
れ
が
一
層
確
か
な
も
の
と
な
ろ
う
︒

四

各
伝
本
に
見
ら
れ
る
書
き
込
み
の
筆
跡
に
つ
い
て

こ
こ
で
は
書
陵
部
本
に
見
ら
れ
る
書
き
込
み
を
更
に
紹
介
し
つ
つ
︑
筆
跡
の
検
討
を
行

い
た
い
︒
ｃ
の
題
簽
に
あ
る
鷗
外
筆
を
確
認
す
る
た
め
で
も
あ
る
︒
ａ
～
ｅ
の
う
ち
︑
書

き
込
み
が
見
ら
れ
る
の
は
ｂ
︑
ｃ
︑
ｄ
の
三
点
で
あ
り
︑
以
下
︑
伝
本
ご
と
に
述
べ
て
い

く
︒
前
項
で
は
ｄ
↓
ｂ
と
い
う
先
後
関
係
を
見
出
し
た
こ
と
か
ら
︑
ｄ
︑
ｂ
︑
ｃ
と
い
う

成
立
順
に
述
べ
る
こ
と
と
す
る
︒

四
袞
㈠

森
鷗
外
の
筆
跡
に
つ
い
て

個
々
の
伝
本
の
筆
跡
の
検
討
に
先
立
ち
︑
鷗
外
の
筆
跡
に
つ
い
て
は
じ
め
に
触
れ
て
お

き
た
い
︒
鷗
外
の
筆
跡
に
つ
い
て
の
論
考
は
︑
田
良
島
哲
﹁
︽
資
料
紹
介
︾
森
鷗
外
自
筆

手
稿
﹃
上
野
公
園
ノ
法
律
上
ノ
性
質
﹄
﹂
︵
当
該
資
料
の
原
本
は
︑
東
京
国
立
博
物
館
蔵
︑
館
史

資
料
一
六
〇
五(10
)
︶
が
参
考
と
な
る
︒
筆
跡
鑑
定
の
参
考
と
な
る
べ
き
資
料
は
多
く
あ
る
中(11
)
︑

本
稿
で
は
執
筆
時
期
及
び
執
筆
環
境
の
似
通
う
東
京
大
学
総
合
図
書
館
蔵
﹃
寮
館
事
略
﹄

︵
請
求
番
号

鴎
Ａ
九
〇
：
二
五
九
︶
を
参
照
事
例
と
し
て
画
像
を
掲
げ(12
)

︑
田
良
島
論
考
に

筆
者
の
見
解
を
加
え
︑
図
版
か
ら
窺
え
る
鷗
外
の
筆
跡
に
見
ら
れ
る
特
徴
を
三
点
示
し
た

い
︒
﹃
寮
館
事
略
﹄
は
︑
東
京
大
学
附
属
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
﹁
鷗
外
文
庫
書

入
本
画
像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
﹂
で
カ
ラ
ー
画
像
が
閲
覧
可
能
で
あ
る
︒

田
良
島
氏
は
︑
論
考
の
中
で
鷗
外
の
筆
跡
の
特
徴
を
﹁
強
く
上
向
き
に
跳
ね
上
げ
る
右

払
い
﹂
﹁
あ
た
か
も
カ
イ
ゼ
ル
髭
の
よ
う
な
右
払
い
﹂
と
指
摘
し
て
い
る
︒
﹃
寮
館
事
略
﹄
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の
記
載
例
に
照
ら
し
て
︑
特
徴
①
の
ア
﹁
天
﹂
︑
イ
︑
ウ
﹁
本
﹂
︑
エ
﹁
登
﹂
に
見
ら
れ
る

右
ハ
ラ
イ
が
上
向
き
で
あ
る
︒
特
徴
②
と
し
て
︑
ア
︑
イ
の
﹁
統
﹂
﹁
記
﹂
︑
﹁
ル
﹂
の
最

終
画
が
大
き
く
上
に
ハ
ネ
上
が
っ
て
い
る
こ
と
︑
特
徴
③
と
し
て
︑
ア
﹁
令
﹂
︑
イ
﹁
文
﹂

の
右
ハ
ラ
イ
が
中
途
で
一
旦
静
止
す
る
形
状
を
持
つ
こ
と
を
指
摘
し
た
い
︒
こ
れ
ら
の
特

徴
を
も
と
に
︑
ｂ
︑
ｃ
︑
ｄ
に
書
き
込
ま
れ
た
筆
跡
を
検
討
す
る
が
︑
論
述
の
重
複
・
煩

雑
を
避
け
る
た
め
︑
以
下
︑
特
に
断
ら
な
い
限
り
︑
﹁
特
徴
①
｣
・
｢
特
徴
②
｣
・
｢
特
徴
③
﹂

と
記
す
︒

四
袞
㈡

ｄ
︵
二
七
二
・
二
〇
六
︶
に
見
ら
れ
る
筆
跡

こ
こ
か
ら
は
書
陵
部
本
ｂ
～
ｄ
の
筆
跡
を
検
討
す
る
が
︑
書
き
込
み
の
大
部
分
は
朱
書

に
よ
る
本
文
の
校
正
で
あ
り
︑
結
論
を
先
に
述
べ
る
と
︑
ｃ
と
ｄ
の
朱
書
は
鷗
外
筆
と
判

断
さ
れ
︑
草
稿
か
ら
校
正
に
至
る
間
︑
鷗
外
が
積
極
的
か
つ
細
か
く
関
与
し
て
い
る
こ
と

が
認
め
ら
れ
る
︒
ま
ず
は
成
立
順
に
ｄ
の
朱
書
の
例
を
二
点
掲
げ
る
︒

図
版
八
﹁
徽
﹂
︑
図
版
九
﹁
大
﹂
の
最
終
画
の
右
ハ
ラ
イ
は
特
徴
①
︑
図
版
八
﹁
號
﹂
︑

図
版
九
の
一
行
目
﹁
記
﹂
と
三
行
目
﹁
紀
﹂
の
最
終
画
は
特
徴
②
に
︑
図
版
八
﹁
又
﹂
︑
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図
版
九
﹁
文
﹂
の
最
終
画
は
特
徴
③
と
合
致
し
︑
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
る
と
ｄ
の
朱
書
は
鷗

外
に
よ
る
も
の
と
判
断
で
き
る
︒

ｄ
に
は
︑
他
に
扉
の
﹁
帝
謚
考
﹂
の
墨
書
︵
カ
ラ
ー
図
版
八
︶
︑
本
文
中
に
図
版
八
の
矢

印
で
示
し
た
書
き
込
み
︵
黒
ペ
ン
︶
の
﹁
幑
﹂
と
墨
書
︵
後
述
︶
の
書
き
込
み
が
あ
る
が
︑

黒
ペ
ン
の
書
き
込
み
は
図
版
八
矢
印
箇
所
の
一
か
所
の
み
で
他
箇
所
と
の
比
較
が
で
き
ず
︑

記
者
の
判
断
は
難
し
い
︒
ま
た
︑
本
文
一
七
六
頁
に
は
﹁
ア
キ
﹂
と
記
す
墨
書
の
書
き
込

み
が
あ
る
が
︵
カ
ラ
ー
図
版
三
︶
︑
カ
ラ
ー
図
版
八
と
共
に
次
項
で
触
れ
た
い
︒

四
袞
㈢

ｂ
︵
二
七
二
・
二
〇
四
︶
に
見
ら
れ
る
筆
跡

ｂ
に
見
ら
れ
る
書
き
込
み
の
大
部
分
を
占
め
る
の
は
朱
書
に
よ
る
校
正
で
あ
る
こ
と
は

ｄ
と
同
様
で
あ
る
が
︑
図
版
一
︑
二
か
ら
分
か
る
よ
う
に
︑
双
方
の
朱
書
は
別
筆
で
あ
り
︑

成
立
順
を
加
味
す
る
と
︑
ｄ
に
書
き
込
ま
れ
た
鷗
外
筆
の
校
正
を
別
の
人
物
が
丁
寧
な
形

で
書
き
直
し
た
も
の
が
ｂ
の
朱
書
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
︑
ｂ
の
朱
書
の
記
者
の
網
羅
的

な
特
定
に
は
本
稿
執
筆
の
時
点
で
は
至
ら
な
か
っ
た
︒
今
後
の
課
題
と
し
た
い
︒

ｂ
に
は
︑
校
正
の
朱
書
以
外
に
も
書
き
込
み
が
見
ら
れ
る
︒
具
体
的
に
は
墨
書
に
よ
る

加
筆
及
び
校
正
︑
貼
紙
に
よ
る
加
筆
で
あ
り
︑
個
々
に
図
版
を
掲
げ
て
検
討
し
た
い
︒
ま

ず
は
墨
書
に
つ
い
て
触
れ
る
が
︑
図
版
一
〇
︑
一
一
は
冒
頭
部
の
目
録
で
あ
る
︒
図
版
一

〇
の
﹁
院
﹂
最
終
画
は
特
徴
①
と
一
致
し
て
お
り
︑
鷗
外
が
書
き
足
し
た
も
の
で
あ
る
こ

と
が
分
か
る
︒
図
版
一
一
の
﹁
以
下
全
部
一
字
下
﹂
と
図
版
一
二
の
﹁
上
篇
﹂
は
朱
書
で

あ
り
︑
墨
書
の
後
に
書
か
れ
た
も
の
と
な
る
︒
そ
の
書
き
ぶ
り
か
ら
︑
鷗
外
が
墨
書
の
後

に
自
ら
朱
書
で
加
筆
し
た
と
考
え
る
こ
と
が
自
然
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
︒

目
録
の
墨
書
に
つ
い
て
補
足
を
す
る
な
ら
ば
︑
書
名
の
﹃
帝
謚
考
﹄
に
つ
い
て
︑
ｂ
の

冒
頭
部
に
は
図
版
一
二
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
﹁
諡
？
﹂
と
い
う
書
き
込
み
が
見
ら
れ
︑
鷗
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図
版
一
一

図
版
一
三

図
版
一
二



外
が
﹁
謚
﹂
を
ど
の
文
字
を
用
い
る
か
で
思
案
し
て
い
た
様
子
が
窺
え
る(13
)

︒

墨
書
に
よ
る
加
筆
は
︑
冒
頭
の
目
録
だ
け
で
な
く
本
文
中
に
も
見
ら
れ
る
︒
書
写
の
状

況
か
ら
︑
目
録
と
は
別
の
機
会
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
︒
図
版
一
三
は
本
文
二
四
枚

目
で
︑
四
行
目
の
﹁
顔
竣
﹂
以
下
︑
図
版
一
四
は
本
文
三
二
六
枚
目
で
︑
末
尾
の
段
落

﹁
日
本
書
紀
﹂
以
下
が
墨
書
の
加
筆
で
あ
る
が
︑
結
論
と
し
て
鷗
外
筆
で
あ
る
こ
と
が
認

め
ら
れ
︑
本
文
の
吟
味
を
続
け
て
い
た
痕
跡
が
窺
え
る
︒
特
徴
①
～
③
で
示
し
た
筆
跡
の

特
徴
ご
と
に
根
拠
と
な
る
字
を
挙
げ
る
︒

特
徴
①

図
版
一
三
﹁
竣
﹂
﹁
天
｣

図
版
一
四
﹁
太
﹂
﹁
大
︵
書
き
込
み
二
行
目
︶
﹂
﹁
天
﹂

特
徴
②

図
版
一
三
﹁
地
｣

図
版
一
四
﹁
紀
﹂

特
徴
③

図
版
一
三
﹁
人
﹂
﹁
令
｣

図
版
一
四
﹁
大
︵
書
き
込
み
一
行
目
︶
﹂
﹁
聆
﹂

ま
た
︑
ｂ
に
は
︑
本
文
四
六
枚
目
に
貼
紙
に
よ
る
加
筆
も
見
ら
れ
る
︒
こ
の
貼
紙
は
墨

書
と
朱
書
と
で
加
筆
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
︑
墨
色
の
判
別
が
で
き
る
よ
う
カ
ラ
ー
図
版

九
に
貼
紙
と
本
紙
を
掲
げ
た
が
︑
墨
書
︑
朱
書
共
に
同
筆
で
あ
り
︑
墨
書
の
﹁
大
﹂
や

﹁
使
﹂
に
は
特
徴
①
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
︑
い
ず
れ
も
鷗
外
筆
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
︒

同
様
の
貼
紙
は
カ
ラ
ー
図
版
一
〇
︵
ｂ
の
二
一
九
枚
目
︶
に
も
あ
り
︑
本
紙
に
﹁
◎
入
ル
﹂

と
あ
る
墨
書
及
び
貼
紙
の
筆
跡
は
い
ず
れ
も
鷗
外
筆
で
あ
る
︒
こ
れ
ら
か
ら
は
︑
ｄ
に
は

存
在
し
な
い
本
文
が
ｂ
で
加
筆
さ
れ
て
お
り
︑
ｄ
↓
ｂ
と
い
う
先
後
関
係
が
明
ら
か
で
あ

り
︑
ま
た
︑
ｂ
と
ｄ
の
い
ず
れ
に
も
鷗
外
の
書
き
込
み
が
あ
る
こ
と
か
ら
︑
双
方
へ
の
鷗

外
の
関
与
が
認
め
ら
れ
︑
ｂ
で
も
本
文
の
吟
味
を
続
け
て
い
た
痕
跡
が
窺
え
る
︒

筆
跡
に
つ
い
て
付
言
す
る
と
︑
ｄ
に
は
扉
︵
カ
ラ
ー
図
版
八
︶
と
本
文
一
か
所
に
墨
書

が
見
ら
れ
る
が
︵
カ
ラ
ー
図
版
三
︶
︑
カ
ラ
ー
図
版
三
の
字
形
は
︑
カ
ラ
ー
図
版
四
～
六
に

掲
げ
た
三
点
と
比
較
す
る
と
︑
特
に
﹁
ア
﹂
に
酷
似
し
た
字
形
を
そ
れ
ぞ
れ
見
出
す
こ
と

が
で
き
る
こ
と
か
ら
︑
同
筆
と
見
な
し
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
︒
ま
た
︑
カ
ラ
ー
図
版
八
の

扉
の
字
は
︑
本
稿
で
述
べ
た
筆
跡
の
特
徴
と
合
致
す
る
箇
所
は
な
い
が
︑
カ
ラ
ー
図
版
四

と
六
の
墨
色
︑
加
え
て
図
版
一
四
の
矢
印
箇
所
を
含
む
線
質
が
似
る
こ
と
︑
更
に
は
扉
に

早
書
き
で
墨
書
し
得
る
立
場
の
人
物
の
書
と
い
う
こ
と
で
︑
鷗
外
筆
で
あ
る
蓋
然
性
が
高

い
よ
う
に
思
わ
れ
る
︒

四
袞
㈣

ｃ
︵
二
七
二
・
二
〇
五
︶
に
見
ら
れ
る
筆
跡

校
正
刷
で
あ
る
ｃ
に
は
︑
毛
筆
に
よ
る
朱
書
︑
墨
書
・
朱
ペ
ン
・
黒
ペ
ン
・
青
の
色
鉛

筆
と
い
う
数
種
書
き
込
み
が
見
ら
れ
る
︒
先
に
書
き
込
み
の
先
後
関
係
︑
続
け
て
筆
跡
と
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図
版
一
四



い
う
順
に
検
討
を
加
え
た
い
︒

書
き
込
み
の
順
は
︑
朱
書
︑
墨
書
︑
朱
ペ
ン
に
つ
い
て
は
カ
ラ
ー
図
版
七
と
一
二
か
ら

推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
︒
カ
ラ
ー
図
版
一
二
で
は
朱
ペ
ン
を
朱
書
が
抹
消
し
て
お
り
︑

カ
ラ
ー
図
版
七
で
は
墨
書
が
朱
書
に
印
を
付
け
て
い
る
こ
と
か
ら
︑
朱
ペ
ン
↓
朱
書
↓
墨

書
と
い
う
順
が
導
き
出
さ
れ
る
︒
ま
た
︑
図
版
一
五
は
綴
じ
目
に
か
か
っ
て
い
る
た
め
に

全
体
を
確
認
で
き
な
い
が
︑
矢
印
箇
所
に
朱
ペ
ン
で
﹁
帝
謚
考

目
次

十
一
行

再

校
﹂
と
読
み
取
れ
る
︒
同
様
の
書
き
込
み
は
第
三
括
を
除
い
て
折
目
ご
と
に
第
三
〇
括
ま

で
記
さ
れ
て
い
る
︒
こ
れ
ら
の
筆
跡
に
つ
い
て
先
に
触
れ
る
な
ら
ば
︑
現
状
は
綴
じ
目
深

く
に
綴
じ
込
ま
れ
て
い
る
た
め
︑
残
念
な
が
ら
図
版
一
五
と
二
七
～
二
九
に
見
ら
れ
る
朱

ペ
ン
は
同
筆
か
異
筆
か
︑
本
稿
執
筆
の
時
点
で
判
別
に
は
至
ら
な
か
っ
た
︒

図
版
一
六
と
一
七
は
黒
ペ
ン
︑
同
一
八
は
青
の
色
鉛
筆
で
書
か
れ
て
い
る
が
︑
い
ず
れ

も
個
々
の
校
正
で
は
な
く
全
般
的
な
指
示
で
︑
先
の
朱
ペ
ン
︑
朱
書
︑
墨
書
よ
り
後
の
段

階
の
も
の
で
あ
ろ
う
︒
図
版
一
六
は
﹁
十
分
入
念
責
任
ヲ
以
テ
訂
正
ノ
箇
校
合
致
シ
候
ニ

付
以
後
ノ
分
ハ
再
校
ニ
テ
御
校
了
ノ
ヤ
ウ
御
願
申
上
度
候
﹂
︑
図
版
一
八
は
﹁
以
下
行
ノ

減
少
ニ
テ
版
面
全
部
移
動
再
次
御
詳
閲
ヲ
御
願
申
上
候
﹂
と
あ
る
︒

次
に
書
き
込
ま
れ
た
筆
跡
に
つ
い
て
検
討
す
る
︒
図
版
一
九
～
二
六
は
朱
書
︑
二
七
～

二
九
は
朱
ペ
ン
︑
三
〇
は
墨
書
で
あ
る
が
︑
図
版
一
九
～
二
一
︑
二
九
の
右
ハ
ラ
イ
は
特

徴
①
︑
図
版
二
二
～
二
四
の
最
終
画
の
ハ
ネ
は
特
徴
②
︑
図
版
二
五
～
二
八
の
右
ハ
ラ
イ

は
特
徴
③
と
通
じ
︑
朱
書
︑
朱
ペ
ン
は
い
ず
れ
も
鷗
外
筆
で
あ
る
と
判
断
で
き
る
︒
図
版

三
〇
は
抹
消
線
が
引
か
れ
て
い
る
が
︑
こ
の
引
き
方
も
田
良
島
論
考
に
述
べ
ら
れ
て
い
る

﹁
抹
消
線
を
三
本
︑
四
本
と
繰
り
返
し
引
く
例
﹂
に
合
致
す
る
︒
更
に
は
抹
消
線
直
後
の

﹁
一
八
六
﹂
の
﹁
八
﹂
の
右
ハ
ラ
イ
に
は
特
徴
①
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
︑
墨
書
の
書
き

込
み
は
鷗
外
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
一
層
確
か
な
も
の
と
な
り
︑
カ
ラ
ー
図
版
一
一

の
﹁
氏
﹂
か
ら
も
︑
朱
書
と
墨
書
は
同
筆
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
︒

右
の
よ
う
に
︑
ｃ
の
校
正
で
は
少
な
く
と
も
朱
ペ
ン
︑
朱
書
︑
墨
書
と
い
う
三
段
階
を

経
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
が
︑
そ
の
い
ず
れ
も
が
鷗
外
の
筆
跡
で
あ
る
こ
と
か
ら
︑

ｄ
︑
ｂ
に
加
え
︑
校
正
刷
が
出
来
上
が
っ
た
ｃ
で
も
鷗
外
自
身
が
本
文
の
検
討
や
校
正
︑

体
裁
も
含
め
て
全
体
を
通
し
て
主
体
的
に
関
与
し
て
い
る
様
子
が
窺
え
る
の
で
あ
る
︒
ま

た
︑
図
版
一
六
の
﹁
分
﹂
と
﹁
念
﹂
は
特
徴
①
︑
図
版
一
七
の
﹁
要
三
校
﹂
も
筆
跡
が
︑
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図
版
一
八
の
﹁
御
願
申
上
候
﹂
等
の
筆
跡
は
︑
図
版
一
六
の
そ
れ
と
通
じ
︑
い
ず
れ
も
鷗

外
筆
と
判
断
で
き
る
︒

鷗
外
の
﹃
帝
謚
考
﹄
へ
の
編
纂
意
識
に
つ
い
て
触
れ
る
な
ら
ば
︑
図
版
三
一
に
示
す
よ

う
に
神
功
皇
后
の
行
頭
の
高
さ
を
歴
代
天
皇
と
同
じ
高
さ
に
揃
え
る
か
︑
一
文
字
下
げ
る

か
の
思
案
の
痕
跡
が
残
っ
て
い
る
︒
こ
の
書
き
込
み
は
墨
書
で
あ
り
︑
鷗
外
筆
で
あ
る
の

だ
が
︑
同
趣
の
例
は
既
述
図
版
一
一
・
一
二
に
も
見
ら
れ
︑
校
正
刷
の
段
階
に
お
い
て
も
︑

本
文
の
加
除
や
文
言
の
順
序
と
い
っ
た
内
容
面
の
こ
と
だ
け
で
な
く
︑
体
裁
や
用
字
︑
文

言
の
順
序
や
歴
代
の
位
置
付
け
等
︑
全
体
に
つ
い
て
鷗
外
が
広
く
か
つ
細
か
く
目
配
り
を

続
け
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
︒
な
お
︑
ｃ
に
つ
い
て
は
︑
画
像
公
開
シ
ス

テ
ム
に
﹁
第
二
校
正
刷
﹂
と
あ
る
︒
本
稿
の
検
証
で
﹁
再
校
﹂
︵
図
版
一
五
︶
と
﹁
要
三

校
﹂
の
書
き
込
み
が
確
認
で
き
︑
再
校
と
し
て
印
刷
さ
れ
た
当
該
文
書
に
鷗
外
が
校
正
を

加
え
た
も
の
と
裏
付
け
ら
れ
た
︒
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五

各
伝
本
の
主
な
校
異

四
で
は
書
陵
部
本
に
見
ら
れ
る
主
な
書
き
込
み
の
筆
跡
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
︒
結

果
と
し
て
︑
ｂ
︑
ｃ
︑
ｄ
そ
れ
ぞ
れ
に
鷗
外
の
書
き
込
み
が
多
数
あ
る
こ
と
が
分
か
り
︑

い
ず
れ
も
鷗
外
自
身
に
よ
る
積
極
的
な
関
与
が
認
め
ら
れ
た
︒
こ
こ
で
は
個
々
の
伝
本
の

様
相
を
よ
り
詳
し
く
︑
具
体
的
に
探
る
べ
く
︑
書
陵
部
本
を
校
合
す
る
こ
と
で
各
伝
本
の

作
業
の
進
展
の
経
緯
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
︒
次
頁
か
ら
の
別
表
は
︑
全
集
解
題
に

記
さ
れ
た
校
異
を
用
い
つ
つ
︑
原
稿
︵
上
は
文
京
区
立
森
鷗
外
記
念
館
蔵
︑
下
は
天
理
大
学
附

属
天
理
図
書
館
蔵
︶
︑
校
正
刷
︵
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
蔵
︶
を
適
宜
加
え
︑
更
に
国
立

国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
︑
正
誤
表
の
書
き
込
み
が
見
ら
れ
る
活
版
本

︵
請
求
番
号
一
四
六
袞
二
七
二
︶
も
校
合
対
象
に
加
え
た
︒
そ
の
結
果
を
ま
と
め
た
も
の
が

別
表
で
あ
る
︒
こ
れ
以
後
の
本
文
に
お
い
て
は
︑
伝
本
の
記
載
に
つ
い
て
は
︑
こ
れ
ま
で

に
本
文
中
で
取
り
上
げ
て
き
た
書
陵
部
本
に
つ
い
て
の
記
号
を
改
め
る
こ
と
に
よ
る
混
乱

を
避
け
る
た
め
︑
別
表
記
載
の
伝
本
番
号
と
︑
こ
れ
ま
で
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
で
記
し
て
き

た
書
陵
部
本
の
記
号
の
双
方
を
︑
例
え
ば
草
稿
︹
②
︵
ｄ
︶
︑
③
︵
ｂ
︶
︺
の
よ
う
に
煩
を
厭

わ
ず
併
記
し
︑
別
表
の
記
載
内
容
は
以
下
の
と
お
り
と
す
る
︒

・
○
は
全
集
本
文
と
同
じ
記
載
あ
り
︒
×
は
記
載
な
し
︒
例
え
ば
通
し
番
号
�
の
②
は
︑

当
初
は
記
載
が
な
か
っ
た
が
︑
鷗
外
が
朱
で
﹁
上
篇
﹂
と
加
筆
し
た
こ
と
を
記
す
︒

・
鷗
外
の
加
筆
と
判
断
さ
れ
る
箇
所
は
ゴ
シ
ッ
ク
体
と
し
た
︒

・
項
目
及
び
②
～
⑦
の
記
載
は
基
本
的
に
引
用
で
︑
﹁
該
当
箇
所
﹂
に
記
載
し
た
本
文
は

全
集
に
拠
っ
た
︒
説
明
箇
所
は
適
宜
︵

︶
で
加
え
た
︵
カ
ッ
コ
中
の
引
用
は
カ
ギ
カ
ッ

コ
︶
︒
引
用
は
特
別
な
場
合
を
除
い
て
常
用
漢
字
を
用
い
た
︒

・
記
載
は
原
則
と
し
て
成
立
の
変
遷
を
た
ど
れ
る
箇
所
と
し
︑
成
立
過
程
の
検
証
に
は
直

結
し
な
い
読
点
の
加
筆
︑
手
書
き
に
よ
る
作
字
の
指
示
︑
誤
植
訂
正
︑
脱
字
の
加
筆
と
い

っ
た
箇
所
等
は
紙
幅
の
都
合
で
省
略
し
た
も
の
が
あ
る
︒

・
【

︼
は
割
注
︒

・
調
査
未
了
の
①
︵
原
稿
︶
︑
⑤
︵
校
正
刷
︶
は
全
集
解
題
校
異
の
記
載
に
拠
っ
た
︒

・
書
陵
部
本
の
カ
ッ
コ
は
函
架
番
号
︑
国
立
国
会
図
書
館
及
び
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書

館
蔵
の
カ
ッ
コ
は
請
求
番
号
で
あ
る
︒

別
表
か
ら
も
確
認
で
き
る
よ
う
に
︑
②
︵
ｄ
︶
︑
③
︵
ｃ
︶
︑
④
︵
ｂ
︶
に
は
鷗
外
の
書

き
込
み
を
含
む
多
く
の
修
正
が
確
認
さ
れ
た
︒
お
お
よ
そ

ア
．
文
献
名
な
い
し
引
用
の
修
正

イ
．
体
裁
︑
構
成
上
の
修
正

ウ
．
単
な
る
誤
字
の
類

エ
．
人
名
の
修
正

オ
．
用
字
の
類

カ
．
作
成
し
た
本
文
の
修
正

に
分
類
さ
れ
︑
別
表
﹁
修
正
内
容
﹂
と
し
て
項
目
の
最
後
に
記
し
た
︒
カ
ッ
コ
は
そ
の
要

素
も
想
定
さ
れ
る
も
の
で
︑
例
え
ば
﹁
エ
︵
ウ
︶
﹂
は
︑
人
名
を
修
正
し
て
い
る
が
︑
単

な
る
誤
字
を
修
正
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
と
い
う
意
で
あ
る
︒

書
き
込
み
及
び
修
正
は
︑
総
じ
て
ア
が
多
い
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
が
︑
今
回
は
ウ
の
多

く
を
省
略
し
て
お
り(14
)

︑
こ
れ
ら
も
含
め
る
と
︑
鷗
外
自
身
が
い
ず
れ
の
段
階
に
お
い
て
も
︑

細
か
く
か
つ
丁
寧
に
校
正
に
取
り
組
ん
で
い
る
様
子
が
具
体
的
に
一
覧
で
き
よ
う
︒
以
下
︑

注
目
す
べ
き
点
に
つ
い
て
い
く
つ
か
列
挙
し
て
い
く
が
︑
例
え
ば
別
表
通
し
番
号
47
は
︑

﹁
別
表
47
﹂
の
よ
う
に
記
す
︒

ま
ず
︑
原
稿
︵
①
︶
か
ら
草
稿
︹
②
︵
ｄ
︶
︑
③
︵
ｂ
︶
︺
に
つ
い
て
は
︑
別
表
の
備
考
に

も
記
し
た
よ
う
に
複
数
の
場
合
に
分
類
で
き
る
︒
修
正
の
主
な
内
容
は
ア
で
あ
り
︑
そ
の

方
法
を
四
二
頁
に
記
し
た
が
︑
丹
念
に
出
典
の
調
査
を
続
け
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
︒
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通し番号 鷗外全集
頁（行）

上篇または
下篇

鷗外全集の
篇目 該当箇所

①原稿
（上：文京区立森鷗外記念館蔵、
下：天理大学附属天理図書館蔵）

②宮内庁書陵部図書寮文庫蔵、
カーボン複写、大正 8～10 年
（272・206）d

③宮内庁書陵部図書寮文庫蔵、
カーボン複写、大正 8～10 年
（272・204）b

1 29（1） 上 目録 帝謚考目録 × ○（冒頭に「諡？」墨書）

2 29（上段 2） 上 目録 上篇 ×（204 は目録なし） ×（朱で加筆）
3 29（上段 9） 上 目録 下篇 ×（204 は目録なし） ×（朱で加筆し、前行に「アキ」）

4 29～32 上 目録 （上篇及び下篇の各項目） ×（204 は目録なし）
○（項目は墨書、朱で一字下げの指示、
頁数の記載は「一」「二十五」「四十」
のみ）

5 29（下段 10）上 目録 神功 ×（204 は目録なし） （他の歴代と同じ高さ）
6 29（下段 19）上 目録 忍海飯豊青 ×（204 は目録なし） 忍海飯豊青尊
7 30（下段 1） 上 目録 崇道尽敬 ×（204 は目録なし） （他の歴代と同じ高さ）

8 33（1 の前） 上 （「第 一」 の
前） 帝謚考 ○ ○（上部に黒ペンで「了」と加筆）

9 33（1） 上 （「第 一」 の
前） 上篇 ×（朱で加筆） ×（朱で加筆）

10 33（3） 上 第一 謚 原稿書出前の余白「謚　此方ヲ植字
シタシ」 ○（「謚」） ○（「謚」）

11 33（5） 上 第一 本朝様謚又 号トヲ区別シタリ
本朝様謚トヲ区別シタリ（朱で「又徽
号」と加筆、黒ペンで「徽」を抹消し
「 」と修正

本朝様謚トヲ区別シタリ

12 33（7） 上 第一 国風謚ヲ謂ヒテ倭名トナセリ 国風謚ヲ和名ト謂ヘリ
国風謚ヲ倭名ト謂ヘリ（「国風謚ヲ」
の後に黒ペンで「謂ヒテ」を加筆し、
更に「謂ヘ」を抹消して「ナセ」と傍
記）

13 35（15） 上 第二 雷学淇ノ註アリテ凡 雷学淇ノ言ヲ引イテ 雷学淇ノ言ヲ引イテ
14 40（2） 上 第六 及ホサレシナリ 及ホシシナリ 及ホシシナリ
15 40（15） 上 第六 後一条院天皇 後一条天皇 後一条天皇
16 40（16） 上 第六 淳和 淳仁 淳仁
17 41（1～3） 上 第七 顔竣～云ヘリ × × ×（貼紙による墨書加筆、図版 13）

18 42（1） 下 （冒頭部） 下篇 ×、朱で加筆 ×、朱で加筆

19 42（3） 下 神武 【紀集解】 ×、朱で加筆 ×、朱で加筆

20 42（8～9） 下 神武 （8行目と 9一行目の間一行空く） 「一行アキ」（朱で加筆、図版 4） （書き込みなく、一行分余白が貼紙と
して挿入、図版 5）

21 42（9） 下 神武 固為春秋考紀表志伝凡百篇、 固為春考紀表志伝凡百篇、 固為春考紀表志伝凡百篇、

22 42（9） 下 神武 「聡明神武」の後 秦人不綱、罔漏于楚、爰茲発迹、断
蛇奮旅、

秦人不綱、罔漏于楚、爰茲発迹、断蛇
奮旅

秦人不綱、罔漏于楚、爰茲発迹、断蛇
奮旅

23 46（13） 下 神武 日本書紀、～膺籙受図、 × ○（貼継で挿入） ○（貼継で挿入）

24 47（3） 下 綏靖 綏靖紀　漢風謚
（「紀」の後一字空く） ○（「紀」の後マス目一字空き） ○（「紀」の後マス目一字空き）

25 47（6） 下 綏靖 【紀集解、紀通釈】 ×（朱で加筆） ×（朱で加筆）
26 48（3） 下 安寧 【紀集解、紀通釈】 ×（朱で加筆） ×（朱で加筆）
27 48（3） 下 安寧 【諱謚考、○前漢書文同】 × ×

28 48（4） 下 安寧 【謚号雑誌、諱謚考】の後
又文帝紀、遺詔曰、頼天之霊、杜稷
之福、方内安寧、靡有兵卒、【諱謚
考】

又文帝紀、遺詔曰、頼天之霊、杜稷之
福、方内安寧、靡有兵卒、【諱謚考】

又文帝紀、遺詔曰、頼天之霊、杜稷之
福、方内安寧、靡有兵卒、【諱謚考】

29 48（16） 下 安寧 白虎通、～故以璧聘問也、 × ○（貼継で挿入、図版 32） ○（貼継で挿入）

30 49（3） 下 安寧 「又兌之松」の後
又鼎之艮、禹召諸神、会稽南山、
【一作南山会稽】執玉万国、天下安
【一作康】寧

○ ○

31 49（8～9） 下 安寧 高皇帝～張子房之謀也、又 × ○ ○
32 49（9～10） 下 安寧 黥布反、～監関中諸侯兵、 × ○ ○
33 49（11） 下 安寧 文中子、～天下也、 × ○（貼継で挿入） ○（貼継で挿入）

34 49（12） 下 安寧 素問、～以緩秋刑、 × ×

（本紙に墨書で「◎」を墨書、挿入本
文を貼紙に墨書し「◎ニ入ル」、朱で
「以下一行アキ」と記した貼紙を本紙
の上に貼付、朱書及び墨書による抹消
もあり（カラー図版 9）

35 49（15） 下 安寧 日本書紀、～国内安寧 × ○（貼継で挿入） ○（貼継で挿入）
36 50（3） 下 懿徳 【紀集解、紀通釈】 ×、朱で加筆 ×、朱で加筆

37 50（15） 下 懿徳 【諱謚考、○史記、周穆紀文同】 【諱謚考】史記、周穆紀同、 【諱謚考】史記、周穆紀同、

38 51（5） 下 懿徳 北史、～用大協於黎庶、 × ○ ○
39 51（6） 下 懿徳 南史、～所謂世有人矣、 × ○ ○
40 52（4） 下 孝昭 （行の末尾） 「紀通釈」加筆後抹消（いずれも朱） ×（抹消済）
41 52（10） 下 孝昭 注、～【紀集解、紀通釈】 ×（朱で加筆） ×（朱で加筆）

42 53（4） 下 孝昭 前人謂ヘラク 永語ニ謂ヘラク 永語ニ謂ヘラク

43 53（12） 下 孝安 謚法 × ×
44 53（13） 下 孝安 孝経緯、～則親獲安、 11 行目と 12 行目の間にあり 11 行目と 12 行目の間にあり
45 54（1） 下 孝安 「武帝安世房中歌、」の後 王侯秉徳、其鄰翼々、顕明昭式、 王侯秉徳、其鄰翼々、顕明昭式、
46 54（2） 下 孝安 後漢書、～【紀集解、紀通釈】 × ×（朱で加筆し、次行「一行アキ」） ×（朱で加筆し、次行「一行アキ」）

47 54（6） 下 孝霊 「乱而不損曰霊、」の後 「紀通解、紀通釈」加筆後抹消（いず
れも朱、図版 35） ×（抹消済）

48 54（10） 下 孝霊 註、～【紀集解、紀通釈】 × ×（朱で加筆） ×（朱で加筆）

49 55（5） 下 孝元 （行頭） ×、「前漢書、孝元紀、注、応劭□佐
悦」と加筆後抹消（朱、図版 36） ×（抹消済）
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④宮内庁書陵部図書寮文庫蔵、
活版、大正 10 年
（272・205）c

⑤天理大学附属天理図書館蔵、
校正刷（913．7-イ 175-21-1）

⑥国会図書館蔵、大正 8年
（146-272）

⑦宮内庁書陵部蔵、活版、
大正 10 年（271・286）a 備考

全集記載の
有無、修正
内容

○「上」ノ字ヨリ一字ダケ上ル（高さ
の指示、朱） ○（修正済） ○（修正済） ④で修正される ×、イ・オ

○ ○ ○ ②→③ ×、イ
○ ○ ○ ②→③（目録は後付か） ×、イ

○（「一九二」までの頁数は印字済、
「一九三」以降の頁数は朱で加筆） ○（頁数全て記載） ○（頁数全て記載） ②→③ ×、イ

（他の歴代より一字下げ） （他の歴代より一字下げ） （他の歴代より一字下げ） ③から④の間に修正される（⑤要調査）×、イ
○ ○ ○ ③から④の間に修正される（⑤要調査）×、エ
○（朱で一字下げの指示） ○（修正済） ○（修正済） ④で修正される ×、イ

○ ○ ○ 全集は「帝謚考」の記載無し ×、イ

○ ○ ○ ②、③で修正される（朱で加筆） ×、イ

○（「謚」） 朱「謚」（欄外）、青鉛筆「特ニ謚ヲ
用フ」 ○（「謚」） ○（「謚」） ○、オ

○ ○ ○ 活版化に際して鷗外は②と③の両方を
参看したか ×、ア

○ ○ ○ ②→③ ×、ア

○ ○ ○ ③から④の間に修正される（⑤要調査）×、ア
○ ○ ○ ③から④の間に修正される（⑤要調査）×、ア
後一条天皇 後一条天皇（鉛筆で「院」加筆） 後一条天皇 ⑦正誤表に記載あり ×、エ
淳仁 淳仁（鉛筆で「和」と修正） 淳仁 ⑦正誤表に記載あり ×、エ
○ ○ ○ ②→③ ○、ア
○（墨書で高さ指示し「第一頁ノ例ニ
ナラフ」） ○（高さ修正済） ○（高さ修正済） ④で修正される ×、イ

○ ○ ○ ②、③で修正される（朱で加筆） ×、ア

一行空く 一行空く 一行空く ②→③ ×、イ

○ ○ ○ ③から④の間に修正される（⑤要調査）×、ア

× 抹消 × × ③から④の間に修正される（⑤要調査）○、ア

○ ○ ○ ②、③で修正される（貼継で挿入） ○、ア
（空きなし、「紀」の下に矢印を用い
加筆「此間一字アキカト思フ但『神
武』ノ所ト同ジキヤウセラレタシ」い
ずれも朱）

○（「紀」の後一字空く） ○（「紀」の後一字空く） ④で発生した印刷ミスを同書（④）で
修正か ×、イ

○ ○ ○ ②、③で修正される（朱で加筆） ×、ア
○ ○ ○ ②、③で修正される（朱で加筆） ×、ア
×（加筆し「ワリ注」いずれも朱） ○ ○ ④で修正される ×、ア・イ

①～③の本文を朱で抹消し「トル」　 ×（抹消済） ×（抹消済） ④で修正される ○、ア

○ ○ ○ ②、③で修正される（貼継で挿入） ○、ア

○ ○ ○ 底本は該当箇所抹消とのこと（全集解
題による） ○、ア

○ ○ ○ ②、③までに修正 ○、ア
○ ○ ○ ②、③までに修正 ○、ア
○ ○ ○ ②、③で修正される（貼継で挿入） ○、ア

○ ○ ○ ②→③ ○、ア

○ ○ ○ ②、③で修正される（貼継で挿入） ○、ア
○ ○ ○ ②、③で修正される（朱で加筆） ×、ア
②③の本文を抹消し「【諱謚考、○
史記、周穆紀文同】」「ツメル」
（いずれも朱）、記載の頁（50 頁）末
尾に墨書「以下一行クリ上ゲ」

○ ○ ④で修正される ×、ア・イ

○ ○ ○ ②、③までに修正 ○、ア
○ ○ ○ ②、③までに修正 ○、ア
×（抹消済） ×（抹消済） ×（抹消済） ②→③ ×、ア
○ ○ ○ ②、③で修正される（朱で加筆） ×、ア
永語ニ謂ヘラク（「永語」を「前人」
に修正し、「ニ」を「トル」、
「上ル」で一文字上げる指示、朱）

前人謂ヘラク 前人謂ヘラク ④で修正される ×、ア・イ

× ○ ○ ⑥までに修正されたか（⑤要調査） ×、ア
11 行目と 12 行目の間にあり 全集の位置（13 行目）にあり 全集の位置（13 行目）にあり ⑥までに修正されたか（⑤要調査） ×、イ
王侯秉徳、其鄰翼々、顕明昭式、 ×（②～④の文言なし、抹消済カ） ×（②～④の文言なし、抹消済カ） ⑥までに修正されたか（⑤要調査） ×、ア
○ ○ ○ ②、③で修正される（朱で加筆） ○、ア

×（抹消済） ×（抹消済） ×（抹消済） ②→③ ×、ア

○ ○ ○ ②、③で修正される（朱加筆）②のみ
「注」、他は「註」 ○、ア

×（抹消済） ×（抹消済） ×（抹消済） ②→③ ×、ア
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50 55（7） 下 孝元 注、～【紀集解、紀通釈】 × ×（朱で加筆） ×（朱で加筆）
51 55（12） 下 開化 【紀集解、紀通釈、○】 ×（朱で加筆） ×（朱で加筆）
52 57（1） 下 崇仁 【紀集解、紀通釈】 ×（朱で加筆） ×（朱で加筆）
53 58（2） 下 垂仁 【紀集解、紀通釈】 ×（朱で加筆） ×（朱で加筆）
54 58（5） 下 垂仁 【紀集解、】 ×（朱で加筆） ×（朱で加筆）
55 58（8） 下 垂仁 陸亜為余章～哀矜寒送、 前の行と連続 前の行と連続
56 58（13） 下 景行 【紀集解、紀通釈】 ×（朱で加筆） ×（朱で加筆）
57 60（3） 下 成務 【紀集解、紀通釈】 ×（朱で加筆） ×（朱で加筆）

58 60（16） 下 成務 15 行目と 16 行目の間 北史、儒林伝、劉炫学実通儒、才堪
成務、 ①の文言なし、抹消済（図版 33） ①の文言なし、抹消済

59 61（1～2） 下 成務 北史、～才堪成務、 × ○ ○
60 61（3） 下 成務 南史、～宜修文序開武校、 × ○ ○
61 61（5） 下 成務 劉子、～遅緩為下、 × ○ ○
62 61（6） 下 成務 文中子、～天下之成務、 × ○ ○
63 62（2） 下 成務 【続後紀、】 【続後記、】 【続後記、】
64 62（6） 下 仲哀 【紀集解、紀通釈】 ×（朱で加筆） ×（朱で加筆）
65 62（11） 下 仲哀 【紀集解、紀通釈】 ×（朱で加筆） ×（朱で加筆）

66 63（1） 下 神功 「神功」の書き出しの高さ 加筆なし、1字下げて書き出す 加筆なし、1字下げて書き出す

67 63（8） 下 神功 【紀集解、紀通釈、○】 × ×
68 63（13） 下 神功 【紀集解、紀通釈】 ×（朱で加筆） ×（朱で加筆）
69 64（3） 下 神功 金楼子、～若有神功、 × ○（貼継で挿入） ○（貼継で挿入）

70 64（6） 下 神功 「拾遺、」の後（行の末尾） ×（朱加筆「又到大司馬記室牋、神功
無紀作物何称、【紀集解、紀通釈】」）

×（朱加筆「又到大司馬記室牋、神功
無紀作物何称、【紀集解、紀通釈】」

71 64（13） 下 神功 ○気長足姫尊 書き込みなし 朱により一文字上げる指定
72 65（8） 下 応神 申鑑、政体、 申鑑大略、 申鑑大略、
73 65（9） 下 応神 【紀集解、紀通釈】 ×（朱で加筆） ×（朱で加筆）
74 66（15） 下 仁徳 【紀集解、紀通釈】 ×（朱で加筆） ×（朱で加筆）

75 67（4 の後） 下 仁徳 4行目と 5行目の間 傅亮禅宋璽書、靡不謳歌仁徳、抃舞
来庭

傅亮禅宋璽書、靡不謳歌仁徳、
抃舞来庭

傅亮禅宋璽書、靡不謳歌仁徳、
抃舞来庭

76 67（11 の後）下 仁徳 75 ⑤の記載に続く注記 （記載なし） （記載なし）
77 67（13） 下 履中 【紀集解、紀通釈】 ×（朱で加筆） ×（朱で加筆）
78 68（2） 下 履中 説苑、～【紀集解、紀通釈】 × ×（朱で加筆し、次行墨書「一行アキ」）×（朱で加筆し、次行墨書「一行アキ」）
79 68（12） 下 反正 【紀集解、紀通釈】 ×（朱で加筆） ×（朱で加筆）

80 68（15） 下 反正 【前漢書～紀通釈】

前漢書、高祖本紀同、高祖作帝、
（以上は当初からある本文、
「○紀集解、紀通釈」を加筆し、
「前漢書～紀通釈」まで全体を
［　］でくくり、割書指定
（いずれも朱））

前漢書、高祖本紀同、高祖作帝、
（以上は当初からある本文、
「○紀集解、紀通釈」を加筆し、
「前漢書～紀通釈」まで全体を
［　］でくくり、割書指定
（いずれも朱））

81 70（4） 下 反正 又不正本而反自然、 又云、不正本而反自然、 又云、不正本而反自然、
82 70（12） 下 反正 【紀集解、紀通釈】 ×（朱で加筆） ×（朱で加筆）
83 71（10） 下 允恭 【紀集解、紀通釈】 ×（朱で加筆） ×（朱で加筆）
84 71（11） 下 允恭 執事堅固日恭、安民長悌日恭、 × ×
85 73（3） 下 安康 温良好楽日康、 × ×
86 73（5） 下 安康 【紀集解、紀通釈】 ×（朱で加筆） ×（朱で加筆）
87 75（2） 下 雄略 【紀集解、紀通釈】 ×（朱で加筆） ×（朱で加筆）
88 75（7） 下 雄略 又景行紀、 又雄略紀、 又雄略紀、
89 76（2） 下 清寧 【紀集解、紀通釈】 ×（朱で加筆） ×（朱で加筆）
90 76（5） 下 清寧 【紀集解、紀通釈】 ×（朱で加筆） ×（朱で加筆）
91 76（12） 下 顕宗 応侯使人召蔡沢、 応公使人召蔡沢、 応公使人召蔡沢、
92 77（3） 下 顕宗 【紀集解、紀通釈】 ×（朱で加筆） ×（朱で加筆）

93 77（4） 下 顕宗 今陛下久執謙謙 今陛下久執謙々 今陛下久執謙々

94 77（12） 下 仁賢 【紀集解、紀通釈】 ×（朱で加筆） ×（朱で加筆）
95 78（3） 下 仁賢 張敞諫曰 張尚諫曰 張尚諫曰

96 78（12） の
後 下 仁賢 曹植霊芝篇、戸有会閔子、比屋皆仁

賢、 （該当箇所の文言に同じ） （該当箇所の文言に同じ） （該当箇所の文言に同じ）

97 80（1） 下 武烈 【紀集解、紀通釈】 ×（朱で加筆） ×（朱で加筆）
98 80（9～10） 下 武烈 北史、～諱曰武烈、 × ○ ○

99 80（10 の後）下 武烈 10 行目と 11 行目の間 王粲弩兪新福歌、綏我武烈、篤我淳
仁、

一行空けて「王粲弩兪新福歌、綏我武
烈、篤我淳仁、」

一行空けて「王粲弩兪新福歌、綏我武
烈、篤我淳仁、」

100 80（12） 下 武烈 11 行目と 12 行目の間 傅玄天命篇、威風振剄蜀、武烈慴彊
呉、 傅玄天命篇、威風振剄蜀、武烈慴彊呉、傅玄天命篇、威風振剄蜀、武烈慴彊呉、

101 80（15 の後）下 武烈 頁の末尾 ○（二行空く） ○（二行空く）

102 81（2） 下 継体 注、師古曰、継体謂嗣位也、 × ×

103 81（3） 下 継体 【謚号雑誌、諱謚考、○前漢書文同】 【謚号雑誌】 【謚号雑誌】

104 81（5 の後） 下 継体
又外戚伝、自古受命帝王及継体守文
之君、非独内徳茂也、蓋亦有外戚之
助焉、師古曰、継体謂嗣位也、【諱
諡考】

○ ○

105 82（1） 下 継体 【宋書、蔵主臧燾伝文異】 × ×

通し番号 鷗外全集
頁（行）

上篇または
下篇

鷗外全集の
篇目 該当箇所

①原稿
（上：文京区立森鷗外記念館蔵、
下：天理大学附属天理図書館蔵）

②宮内庁書陵部図書寮文庫蔵、
カーボン複写、大正 8～10 年
（272・206）d

③宮内庁書陵部図書寮文庫蔵、
カーボン複写、大正 8～10 年
（272・204）b
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○ ○ ○ ②、③で修正される（朱で加筆） ○、ア
○ ○ ○ ②、③で修正される（朱で加筆） ×、ア
○ ○ ○ ②、③で修正される（朱で加筆） ×、ア
○ ○ ○ ②、③で修正される（朱で加筆） ×、ア
○ ○ ○ ②、③で修正される（朱で加筆） ×、ア
前の行と連続、朱で加筆「別行」 （改行済） （改行済） ④で修正される ×、イ
○ ○ ○ ②、③で修正される（朱で加筆） ×、ア
○ ○ ○ ②、③で修正される（朱で加筆） ×、ア

①の文言なし、抹消済 ①の文言なし、抹消済 ①の文言なし、抹消済
②、③までに修正
②③は本紙を切り取って削除した
痕跡あり

○、ア

○ ○ ○ ②、③までに修正 ○、ア
○ ○ ②、③までに修正 ○、ア
○ ○ ②、③までに修正 ○、ア
○ ○ ②、③までに修正 ○、ア

【続後記、】 【続後記、】（鉛筆で「紀」と修正） 【続後記、】 ⑦正誤表に記載あり ×、ウ
○ ○ ○ ②、③で修正される（朱で加筆） ×、ア
○ ○ ○ ②、③で修正される（朱で加筆） ×、ア

（墨書で 1字上げる指定、
行末に「？」）

校正者が一字上げる指定したのを消
し、「コノマヽ（御歴代ニカゾヘヌユ
ヱ下ゲタルナリ）」と朱書

（一字下げ） （一字下げ） ②③⑥の行頭は各項目と同じ高さ ○、イ

×（朱加筆「ワリ注ニ此七字入ル」） ○ ○ ④で修正される ×、ア
○ ○ ○ ②、③で修正される（朱で加筆） ×、ア
○ ○ ○ ②、③で修正される（貼継で挿入） ○、ア
朱で抹消「トル」
墨書「コヽデ収マル」 ×（抹消済） ×（抹消済） ④で修正される ×、ア・イ

一文字上がっている 一文字上がっている 一文字上がっている ②→③ ×、イー
申鑑大略、 申鑑大略 申鑑大略 ○
○ ○ ○ ②、③で修正される（朱で加筆） ×、ア
○ ○ ○ ②、③で修正される（朱で加筆） ×、ア
傅亮禅宋璽書、靡不謳歌仁徳、
抃舞来庭 注記「トルツメル」 ×（抹消済） ×（抹消済） ⑤要調査 ○、ア・イ

（記載なし） 注記「此所一行多クアキテヨシ」 （記載なし） （記載なし） ⑤要調査 ○、イ
○ ○ ○ ②、③で修正される（朱で加筆） ×、ア
○ ○ ○ ②、③で修正される（朱で加筆） ○、ア・イ
○ ○ ○ ②、③で修正される（朱で加筆） ×、ア

○（修正済） ○（修正済） ○（修正済） ②、③で修正される（朱で加筆） ×、ア

又云、不正本而反自然、 ○ ○ ⑥までに修正されたか（⑤要調査） ×、ア
○ ○ ○ ②、③で修正される（朱で加筆） ×、ア
○ ○ ○ ②、③で修正される（朱で加筆） ×、ア
×（朱で加筆） ○ ○ ④で修正される ×、ア
×（朱で加筆） ○ ○ ④で修正される ×、ア
○ ○ ○ ②、③で修正される（朱で加筆） ×、ア
○ ○ ○ ②、③で修正される（朱で加筆） ×、ア
又雄略紀、 又雄略紀 又雄略紀 ×
○ ○ ○ ②、③で修正される（朱で加筆） ×、ア
○ ○ ○ ②、③で修正される（朱で加筆） ×、ア
応公使人召蔡沢、 応公使人召蔡沢 応公使人召蔡沢 ×
○ ○ ○ ②、③で修正される（朱で加筆） ×、ア
今陛下久執謙々（朱で「々」を「謙」
に修正） 今陛下久執謙謙 今陛下久執謙謙 ④で修正される ×、オ

○ ○ ○ ②、③で修正される（朱で加筆） ×、ア
張尚諫曰 張尚諫曰 張尚諫曰 ×
朱で抹消し「トル」、墨書「○」（削除
箇所の印）、「一行ヘル」 ×（抹消済） ×（抹消済） ④で修正される ○、ア・イ

○ ○ ○ ②、③で修正される（朱で加筆） ×、ア
○ ○ ○ ②、③までに修正 ○、ア
一行空けて「王粲弩兪新福歌、綏我武
烈、篤我淳仁、」朱で抹消し「トル」、
墨書「○」（削除箇所の印）

× × ④で修正される ○、ア

「傅玄天命篇、威風振剄蜀、武烈慴彊
呉、」を朱で抹消し「トル」、墨書
「○」（削除箇所の印）、「二行ヘル」

× × ④で修正される ○、ア・イ

行の空きなし
墨書「二行アケル」 ○（二行空く） ○（二行空く） ④で発生した印刷ミスを同書（④）で

修正か ×、イ

×（朱で加筆） ○ ○ ④で修正される ×、イ
「諱謚考、○前漢書文同」を加筆し
「ワリ注」（いずれも朱） ○ ○ ④で修正される ×、ア・イ

朱で抹消し「トル」、墨書「○」（削除
箇所の印）「一行ヘル」 ×（抹消済） ×（抹消済） ④で修正される ×、ア・イ

朱で加筆 ○ ○ ④で修正される ×、ア

④宮内庁書陵部図書寮文庫蔵、
活版、大正 10 年
（272・205）c

⑤天理大学附属天理図書館蔵、
校正刷（913．7-イ 175-21-1）

⑥国会図書館蔵、大正 8年
（146-272）

⑦宮内庁書陵部蔵、活版、
大正 10 年（271・286）a 備考

全集記載の
有無、修正
内容
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106 82（11） 下 継体 【紀集解、紀通釈】 ×（朱で加筆） ×（朱で加筆）

107 83（12） 下 安閑 安安然不暴疾也、 安々然不暴疾也、 安々然不暴疾也、

108 83（15） 下 安閑 荀子、～【紀集解、紀通釈】 × ×、「一行アキ」、次行に「荀子…」加
筆（いずれも朱）

×、「一行アキ」、次行に「荀子…」加
筆（いずれも朱）

109 84（11～12）下 宣化 又蓋 饒伝、～【紀集解、紀通釈】 × 朱で加筆 朱で加筆
110 84（13） 下 欽明 【紀集解、紀通釈】 ×（朱で加筆） ×（朱で加筆）
111 85（10） 下 欽明 【紀集解、紀通釈】 ×（朱で加筆） ×（朱で加筆）
112 86（1） 下 欽明 「誕応期運、」の後 又元帝紀、誕授欽明、服膺聡哲、 又元帝紀、誕授欽明、服膺聡哲、 又元帝紀、誕授欽明、服膺聡哲、
113 86（1） 下 欽明 「又楽志」の後 【宋書並同】 【宋書並同】
114 86（3） 下 欽明 允龔欽明、【宋書 同】 允龔欽明、 允龔欽明、

115 87（5） 下 欽明 「仁育群生、」の後
又江淹伝、淹自獄中上宋建平王景素書、
方今聖歴欽明、天下楽業（書き込みな
し）

『又江淹伝、淹自獄中上宋建平王景素
書、方今聖歴欽明、天下楽業』（朱で
二重カギカッコ、「『　』トル」）

116 87（13 の後）下 欽明 87（13）と（14）の間 嵆康移蜀檄、今主上聖徳欽明、紹隆
前緒、

嵆康移蜀檄、今主上聖徳欽明、紹隆前
緒、【芝野氏諡考】

嵆康移蜀檄、今主上聖徳欽明、紹隆前
緒、【芝野氏諡考】

117 87（17 の後）下 欽明 87 末尾と 88 冒頭の間 夏侯湛昆弟誥、維我后府君侯祗服哲
命、欽明文思、

夏侯湛昆弟誥、維我后府君侯祗服哲命、
欽明文思、

夏侯湛昆弟誥、維我后府君侯祗服哲命、
欽明文思、

118 88（1 の後） 下 欽明 88（1）と（2）の間 傅亮禅策、昔我祖宗欽明、辰居其極、
又禅宗璽書聖徳欽明、則天光大、

傅亮禅策、昔我祖宗欽明、辰居其極、
又禅宗璽書聖徳欽明、則天光大、

傅亮禅策、昔我祖宗欽明、辰居其極、
又禅宗璽書聖徳欽明、則天光大、

119 88（5） 下 欽明 文思安安 文思安々 文思安々

120 88（13） 下 欽明 「欽明審諭」の後 又周祀方沢歌、昭夏、曰若厚載、欽明
方沢、

又周祀方沢歌、昭夏、曰若厚載、欽明
方沢、

121 88（16 の後）下 欽明 88（16）と（17）の間 牛弘凱楽歌辞、述帝徳、於穆我后、
睿哲欽明、

牛弘凱楽歌辞、述帝徳、於穆我后、
睿哲欽明、

牛弘凱楽歌辞、述帝徳、於穆我后、
睿哲欽明、

122 89（8） 下 敏達 【紀集解、紀通釈】 ×（朱で加筆） ×（朱で加筆）
123 91（1） 下 用明 史記、用明利害之郷、 ○ ○ ○
124 91（3） 下 用明 【紀集解、紀通釈】 ×（朱で加筆） ×（朱で加筆）
125 92（12） 下 崇峻 【紀集解、紀通釈】 ×（朱で加筆） ×（朱で加筆）

126 93（5 の後） 下 崇峻 93（5）と（6）の間 薛道衡隋高祖頌序、帝系霊長、神基
崇峻、

薛道衡隋高祖頌序、帝系霊長、神基崇
峻、

薛道衡隋高祖頌序、帝系霊長、神基崇
峻、

127 93（9） 下 推古 周書、諡法、息政外交曰推、 周書、息政外交曰推、（朱で「謚法」
を加筆）

周書、息政外交曰推、（朱で「謚法」
を加筆）

128 93（11） 下 推古 魏志、～【紀集解、紀通釈】 × 「一行アキ」次行に「魏志…」を加筆
（いずれも朱）

「一行アキ」次行に「魏志…」を加筆
（いずれも朱）

129 94（9） 下 舒明 淮南子、～【紀集解】 × 加筆し、次行に「一行アキ」（いずれ
も朱）

加筆し、次行に「一行アキ」（いずれ
も朱）

130 94（13） 下 皇極 【紀集解、紀通釈】 ×（朱で加筆） ×（朱で加筆）
131 94（13） 下 皇極 又五皇極、 又云、五皇極、 又云、五皇極、
132 95（14） 下 皇極 【同上所引】 同上所引（割書でない） 同上所引（割書でない）
133 96（11～13）下 皇極 文中子、～天下也、 × ○貼紙（貼継で挿入） ○貼紙（貼継で挿入）

134 97（8） 下 皇極 江淹為蕭驃騎譲太傅揚州牧表、 江淹為蕭譲太傅揚州牧表、 江淹為蕭譲太傅揚州牧表、

135 98（5） 下 孝徳 【紀集解、紀通釈】 ×（朱で加筆） ×（朱で加筆）

136 98（9） 下 孝徳 独断、帝諡、慈恵愛親曰孝、 独断、慈恵愛親曰孝、 独断、慈恵愛親曰孝、

137 98（10） 下 孝徳 【紀通釈】 ×（朱で加筆） ×（朱で加筆）
138 99（14） 下 孝徳 【大織冠伝、】 【大職冠伝、】 【大職冠伝、】
139 100（9） 下 斉明 【紀集解、紀通釈】 ×（朱で加筆） ×（朱で加筆）
140 101（15） 下 天智 書、商書、～纘禹旧服、 × × ×
141 102（5） 下 天智 【紀集解、紀通釈】 ×（朱で加筆） ×（朱で加筆）
142 103（8～9） 下 弘文 日本後紀、～【好書故事】 × ○貼紙（貼継で挿入） ○貼紙（貼継で挿入）

143 1 0 3（ 1 3～
14） 下 弘文 按スルニ～見エタリ × ○貼紙（貼継で挿入） ○貼紙（貼継で挿入）

144 104（6） 下 天武 【紀集解、紀通釈】 ×（朱で加筆） ×（朱で加筆）

145 1 0 4（1 3 の
後） 下 持統 （一行空く） 行間の空きはなく、行頭に墨書で「ア

キ」
行間の空きはなく、行頭に墨書で「一
行アキ」

146 105（15） 下 崇道尽敬 【尽一作就】【 一作深】 × × ×

147 106（6 の後）下 崇道尽敬
牛弘圜丘歌、諴夏、因高尽敬、掃地
推敬、注、尽一作就、又太廟楽歌、
尽考敬、窮厳深、

○ ○

148 106（15） 下 文武 又周頌、 、 又 、 又 、
149 107（1） 下 文武 又魯頌、泮水、 又泮水、 又泮水、
150 107（3） 下 文武 張而不弛、 張而弛、 張而弛、
151 107（7） 下 文武 克定禍乱曰武、 × ×
152 108（3） 下 文武 卿自謂孰与諸子賢、 卿自謂諸子賢、 卿自謂諸子賢、
153 110（6） 下 元正 史記正義、 謚法釈義、 謚法釈義、
154 111（3） 下 元正 【一代要記】 【一代要紀】 【一代要紀】
155 111（12） 下 聖武 史記正義、 春秋正義、 春秋正義、

156 112（7） 下 聖武 陳書、高祖紀、九錫策文、【徐陵
草】曜聖武於匡山、回神旌於蠡派、

陳書、高祖紀、策、曜聖武於匡山、回
神旌於蠡派、」

陳書、高祖紀、策、曜聖武於匡山、回
神旌於蠡派、」

通し番号 鷗外全集
頁（行）

上篇または
下篇

鷗外全集の
篇目 該当箇所

①原稿
（上：文京区立森鷗外記念館蔵、
下：天理大学附属天理図書館蔵）

②宮内庁書陵部図書寮文庫蔵、
カーボン複写、大正 8～10 年
（272・206）d

③宮内庁書陵部図書寮文庫蔵、
カーボン複写、大正 8～10 年
（272・204）b
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○ ○ ○ ②、③で修正される（朱で加筆） ×、ア
「安々然 不 暴 疾 也、」 朱 で「々」 を
「安」に修正 ○（修正済） ○（修正済） ④で修正される ×、オ

○ 補入 ○ ○ ⑤要調査 ○、ア

○ ○ ○ ②、③で修正される（朱で加筆） ○、ア
○ ○ ○ ②、③で修正される（朱で加筆） ×、ア
○ ○ ○ ②、③で修正される（朱で加筆） ×、ア
× 削除 × × ⑤要調査 ○、ア
× ×（全集に同じ） ×（全集に同じ） ③から④の間に修正される（⑤要調査）○、ア
○ ○ ○ ③から④の間に修正される（⑤要調査）×、ア
」又江淹伝～天下楽業　（カギカッコ
を付し、「又江淹伝」以下を抹消、い
ずれも朱）

×（抹消済） ×（抹消済） ②→③
③の朱書が④に反映されずか ×、ア

嵆康移蜀檄、今主上聖徳欽明、紹隆前
緒、【芝野氏諡考】（抹消し「トル」、
いずれも朱）

×（抹消済） ×（抹消済） ④で修正される ○、ア

夏侯湛昆弟誥、維我后府君侯祗服哲命、
欽明文思、（抹消し「トル」、いずれも
朱）

×（抹消済） ×（抹消済） ④で修正される ○、ア

傅亮禅策、昔我祖宗欽明、辰居其極、
又禅宗璽書聖徳欽明、則天光大、（抹
消し「トル」、いずれも朱）

×（抹消済） ×（抹消済） ④で修正される ○、ア

文思安 （々朱で「々」を「安」に修正） 文思安安 文思安安 ④で修正される ×、オ
又周祀方沢歌、昭夏、曰若厚載、欽明
方沢、（抹消し「トル」、続く「周五声
調曲…」を前の「審諭」につなげる、
いずれも朱）

朱の指示の通り修正済（全集に同じ）朱の指示の通り修正済（全集に同じ）④で修正される ×、ア・イ

牛弘凱楽歌辞、述帝徳、於穆我后、睿
哲欽明、（抹消し「トル」、いずれも
朱）

×（抹消済） ×（抹消済） ④で修正される ○、ア

○ ○ ○ ②、③で修正される（朱で加筆） ×、ア
○ ○ ○ 全集底本で抹消（全集解題に拠る） ○、ア
○ ○ ○ ②、③で修正される（朱で加筆） ×、ア
○ ○ ○ ②、③で修正される（朱で加筆） ×、ア
薛道衡隋高祖頌序、帝系霊長、神基崇
峻、（抹消し「トル」、いずれも朱） ×（抹消済） ×（抹消済） ④で修正される ○、ア

○ ○ ○ ②、③で修正される（朱で加筆） ×、ア

○ ○ ○ ②、③で修正される（朱で加筆） ○、ア

○ ○ ○ ②、③で修正される（朱で加筆） ○、ア

○ ○ ○ ②、③で修正される（朱で加筆） ×、ア
○ ○ ○ ⑥までの間に修正される（⑤要調査） ×、イ
○（割書） ○（割書） ○（割書） ③から④の間に修正される（⑤要調査）×、イ
○ ○ ○ ②、③で修正される（貼紙で挿入） ○、ア
江淹為蕭譲太傅揚州牧表、
（朱で「驃騎」加筆） ○ ○ ④で修正される ×、ア

○ ○ ○ ②、③で修正される（朱で加筆） ×、ア
「独断、慈恵愛親曰孝、」朱で「帝謚」
加筆 ○ ○ ④で修正される ×、ア

○ ○ ○ ②、③で修正される（朱で加筆） ×、ア
【大職冠伝、】 【大職冠伝、】（鉛筆で「織」と修正）【大職冠伝、】 ⑦正誤表に記載あり ×、ウ
○ ○ ○ ②、③で修正される（朱で加筆） ×、ア
× 補入 × × ⑤要調査 ○、ア
○ ○ ○ ②、③で修正される（朱で加筆） ×、ア
○ ○ ○ ②、③で修正される（貼紙で挿入） ○、ア

○ ○ ○ ②、③で修正される（貼紙で挿入） ○、ア

○ ○ ○ ②、③で修正される（朱で加筆） ×、ア

○（一行空く） ○（一行空く） ○（一行空く） ②、③で修正される（朱で加筆） ×、イ

○ ○、補入、欄外「一行マス」 ○ ○ ⑤要調査 ○、ア

× 「トル」「コレニテ前トウメ合ス」　国
会ナシ 131 × × ⑤要調査 ○、ア・イ

又 、 又 又 、 ×
又泮水、 又泮水 又泮水、 ×
張而弛、（朱で「不」加筆） ○ ○ ④で修正される ×、ア
○ ○ ○ ③から④の間に修正される（⑤要調査）×、ア
卿自謂諸子賢、（朱で「孰与」加筆） ○ ○ ④で修正される ×、ア
○ ○ ○ ③から④の間に修正される（⑤要調査）×、ア
【一代要紀】 【一代要紀】（鉛筆で「記」と修正） 【一代要紀】 ⑦正誤表に記載あり ×、ア（ウ）
○ ○ ○ ③から④の間に修正される（⑤要調査）×、ア
陳書、高祖紀、九錫策、文【徐陵草】
曜聖武於匡山、回神旌於蠡派、（朱で
傍線部を「文」の後に移す）

○ ○ ③から④の間に修正され（⑤要調査）
④でも修正される ×、ア

④宮内庁書陵部図書寮文庫蔵、
活版、大正 10 年
（272・205）c

⑤天理大学附属天理図書館蔵、
校正刷（913．7-イ 175-21-1）

⑥国会図書館蔵、大正 8年
（146-272）

⑦宮内庁書陵部蔵、活版、
大正 10 年（271・286）a 備考

全集記載の
有無、修正
内容
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157 1 1 2（1 6 の
後） 下 聖武 112 頁末尾と 113 頁冒頭の間

徐陵陳公九錫策文、昿聖武於匡山、
回神旌於蠡派、此文公之功也、（抹
消し、欄外「トルクリ上」）

徐陵陳公九錫策文、曜聖武於匡山、回
神旌於蠡派、此文公之功也、

徐陵陳公九錫策文、曜聖武於匡山、回
神旌於蠡派、此文公之功也、

158 113（5） 下 孝謙 百官表曰、謹拠典策、敢上尊号、伏
乞奉称上台宝字称徳孝謙皇帝 × × ×

159 115（4） 下 称徳 文中子 王通中説 ○ ○
160 115（6） 下 光仁 仁風行於千載 仁風行於千歳 仁風行於千歳
161 115（13） 下 光仁 文中子、～非達臣孰能専対乎、 × ○（貼継で挿入） ○（貼継で挿入）

162 116（3） 下 桓武 周頌、 大雅、 大雅、

163 116（4） 下 桓武 又剛疆直理曰武、 又云、剛疆直理曰武、 又云、剛疆直理曰武、
164 117（4） 下 平城 国風謚 × ×
165 117（14） 下 淳和 続後紀 続後記 続後記

166 167 下 淳和 日本根子天高譲弥遠尊 日本根子天高壌弥遠尊 日本根子天高壌弥遠尊

168 118（2） 下 淳和 【尾張本続後紀】 【尾張本後紀】 【尾張本後紀】

169 119（13） 下 仁明 扶桑略記等ニ見エタリ 扶桑略記等ニ見エタ（「リ」欠） 扶桑略記等ニ見エタ（「リ」欠）

170 119（14） 下 仁明 【一代要記、皇帝系図、帝王系図、
吹上本紹運録】

【一代要紀、帝王系図、帝王系図吹上
本、紹運録】

【一代要紀、帝王系図、帝王系図吹上
本、紹運録】

171 120（13） 下 文徳 錫民爵位曰文、 × ×
172 121（9） 下 文徳 【南史熙作弘】 × ×
173 121（18） 下 文徳 庾信周祀五帝歌辞、 祀五帝歌辞、 祀五帝歌辞、

174 122（2） 下 文徳 南史、梁記、 南史、宋紀、文帝紀、詔、文徳以帝載、
武功以隆景業、又梁記、

南史、宋紀、文帝紀、詔、文徳以帝載、
武功以隆景業、又梁記、

175 122（3） 下 文徳 【徐陵草】 × ×
176 122（7） 下 文徳 剝之復、随之大壮、 剝之噬溘、 剝之噬溘、

177 122（8） 下 文徳 践土葵邸、斉魯受福、又兌之中孚、
茆屋結席、崇我文徳、 × ×

178 122（15） 下 文徳 塩鉄論、～足安之、 × ×（本紙に挿入箇所を記し、上に加筆
紙片を貼紙、いずれも墨書）

179 123（7 の後）下 文徳 王粲安台新福歌、昭文徳、宣武威、（該当箇所の文言あり） （該当箇所の文言あり） （該当箇所の文言あり）

180 1 2 3（1 0 の
後） 下 文徳 梁元帝答勧進群下令、阪泉彰其武功、

丹陵表其文徳、 （該当箇所の文言あり） （該当箇所の文言あり） （該当箇所の文言あり）

181 1 2 3（1 0 の
後） 下 文徳 徐陵陳公九錫策文、公武霊已暢、文

徳又宣、 （該当箇所の文言あり） （該当箇所の文言あり） （該当箇所の文言あり）

182 1 2 3（1 0 の
後） 下 文徳 庾信周祀五帝歌、配帝舞、執文之徳、

対越彼天、 （該当箇所の文言あり） （該当箇所の文言あり） （該当箇所の文言あり）

183 124（13） 下 光孝 大鏡、 × ×
184 125（1） 下 光孝 徹書記 徹書 徹書
185 125（12） 下 醍醐 又承平元年以後 又承平以後 又承平以後

186 127（7） 下 花山院 山城国宇治郡北花山ノ元慶寺ナリ 拾遺抄注ハ花山寺ヲ以テ山階ノ元慶寺
トナセリ

拾遺抄注ハ花山寺ヲ以テ山階ノ元慶寺
トナセリ

187 127（9） 下 一条院 【一条院】 【一条】 【一条】
188 128（1） 下 一条院 之議、 之儀、 之儀、
189 130（2） 下 堀河院 堀河院 堀河 堀河

190 130（6） 下 堀河院 嘉承 嘉永 嘉永

191 134（1～3） 下 崇徳院 藤原永範ノ撰上スル所ニシテ～此挙
ハ其意

藤原永範ノ撰上スル所ナリ而シテ其
意 藤原永範ノ撰上スル所ナリ而シテ其意 藤原永範ノ撰上スル所ナリ而シテ其意

192 134（9） 下 近衛院 本朝世紀 本朝世記 本朝世記
193 134（10） 下 近衛院 戌剋 「戍剋」 戍剋
194 135（2） 下 後白河院 甲戌 甲戍 甲戍
195 135（11） 下 二条院 群書類従 群書類聚 群書類聚
196 135（14） 下 六条院 歴代皇紀 歴代皇記 歴代皇記

197 136（5） 下 高倉院 九月廿七日辛卯天皇ノ高倉殿ニ幸セ
シカ

九月廿七日辛卯六条院天皇ノ高倉殿ニ
幸セシカ

九月廿七日辛卯六条院天皇ノ高倉殿ニ
幸セシカ

198 136（12） 下 安徳 又謀慮不威曰徳、 謀慮不威曰徳、 謀慮不威曰徳、
199 136（13） 下 安徳 又綏柔士民曰徳、 綏柔士民曰徳、 綏柔士民曰徳、
200 138（6） 下 後鳥羽院 故輔弼是任、 坎輔弼是任、 坎輔弼是任、

201 139（4） 下 後鳥羽院 今日殿下【藤原良実】御物語云、 今日【藤原良実】御物語云、 今日【藤原良実】御物語云、

202 141（14） 下 後堀河院 或ハ此号ニ縁故アルヘキカヲ思ハシ
ム 後堀川院ノ宮殿名ナリシカヲ思ハシム 後堀川院ノ宮殿名ナリシカヲ思ハシム

203 142（2） 下 四条院 後中記 後中紀 後中紀
204 142（3） 下 四条院 内府 内府 内府

通し番号 鷗外全集
頁（行）

上篇または
下篇

鷗外全集の
篇目 該当箇所

①原稿
（上：文京区立森鷗外記念館蔵、
下：天理大学附属天理図書館蔵）

②宮内庁書陵部図書寮文庫蔵、
カーボン複写、大正 8～10 年
（272・206）d

③宮内庁書陵部図書寮文庫蔵、
カーボン複写、大正 8～10 年
（272・204）b
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×（抹消済） ×（抹消済） ×（抹消済） ③から④の間に修正される（⑤要調査）○、ア

○
補入、そのあと「奉称中台天平応真
化正皇太后」を抹消し、欄外「コレ
ニテ入レアハス」

○ ○ ③から④の間に修正される（⑤要調査）○、ア・イ

○ ○ ○ ②、③までに修正 ○、ア
○（書き込みないが修正済） ○ ○ ③から④の間に修正される（⑤要調査）×、ア（ウ）
○ ○ ○ ②、③で修正される（貼継で挿入） ○、ア
大雅、（抹消し「周頌」と修正、いず
れも朱） ○ ④で修正される ×、ア

○ ○ ○ ③から④の間に修正される（⑤要調査）×、ア
× ○ ○ ⑥までの間に修正される（⑤要調査） ×、ア
続後記 続後記（鉛筆で「紀」と修正）152 続後記 ⑦正誤表に記載あり ×、ア（ウ）

日本根子天高壌弥遠尊 日本根子天高壌弥遠尊（鉛筆で
「譲」と修正）152 日本根子天高壌弥遠尊 ⑦正誤表に記載あり ×、ア（ウ）

【尾張本後紀】 【尾張本後紀】（鉛筆で「続」を加筆）【尾張本後紀】 ⑦正誤表に記載あり ×、ア（ウ）
扶桑略記等ニ見エタ（朱で「リ」加
筆） ○ ○ ④で修正される ×、ア（ウ）

【一代要紀、帝王系図、帝王系図吹上
本、紹運録】

【一代要紀、帝王系図、帝王系図吹上
本、紹運録】（「紀」を「記」、「帝王
系図吹上本、」を「皇帝系図、」とし
「吹上本、」傍線部を「トル」いずれ
も鉛筆にて修正

⑦正誤表に記載あり ×、ア

×（朱で加筆） ○ ○ ④で修正される ×、ア
×（朱で加筆） ○ ○ ④で修正される ×、ア
祀五帝歌辞、（朱で「庾信周」加筆） ○ ○ ④で修正される ×、ア
南史、宋紀、文帝紀、詔、
文徳以帝載、武功以隆景業、又梁記、
（朱で「宋記、～景業、」を抹消）

○ ○ ④で修正される ×、ア

×（朱で加筆） ○ ○ ④で修正される ×、ア
剝之噬溘、 剝之噬溘、 剝之噬溘、 ×、ア

×（朱で加筆） ○ ○ ④で修正される ×、ア

○ ○ ○ ②→③ ○、ア

（抹消し「トル」、いずれも朱） ×（抹消済） ×（抹消済） ④で修正される ○、ア

（抹消し「トル」、いずれも朱） ×（抹消済） ×（抹消済） ④で修正される ○、ア

（抹消し「トル」、いずれも朱） ×（抹消済） ×（抹消済） ④で修正される ○、ア

（抹消し「トル」、いずれも朱） ×（抹消済） ×（抹消済） ④で修正される ○、ア

× ×（鉛筆で加筆） × ⑦正誤表に記載あり ×、ア
徹書 徹書 徹書 ×
又承平以後（朱で「元年」加筆） ○ ○ ④で修正される ×、ア
拾遺抄注ハ花山寺ヲ以テ山階ノ元慶寺
トナセリ ○ ○ ⑥までの間に修正される（⑤要調査） ×、カ

【一条】（朱で「院」加筆） ○ ○ ④で修正される ×、エ
之儀、 之儀、（鉛筆で「議」と修正） 之儀、 ⑦正誤表に記載あり ×、ウ
堀河（墨書で「院」加筆） ○ ○ ④で修正される ×、エ

嘉永 「嘉永」鉛筆で「承」と修正 嘉永 ⑦正誤表に記載あり陵・1109（e）も⑥
と同様の修正 ×、ウ

藤原永範ノ撰上スル所ナリ而シテ其意
（②③に同じ）
「ナリ而シテ」抹消し全集本文を加筆
し「一行クリ下一八六ニテウメ合ス」
（いずれも墨ペン）

○ ○ ④で修正される ○、カ

本朝世記 本朝世記（鉛筆で「紀」と修正） 本朝世記 ⑦正誤表に記載あり ×、ウ
戍剋 戍剋（鉛筆で「戌」と修正） 戍剋 ⑦正誤表に記載あり ×、ウ
甲戍 甲戍（鉛筆で「戌」と修正） 甲戍 ⑦正誤表に記載あり ×、ウ
群書類聚 群書類聚（鉛筆で「従」と修正） 群書類聚 ⑦正誤表に記載あり ×、ウ
歴代皇記 歴代皇記（鉛筆で「紀」と修正） 歴代皇記 ⑦正誤表に記載あり ×、ウ
九月廿七日辛卯六条院天皇ノ高倉殿ニ
幸セシカ（「六条院」墨ペンで抹消） ○ ○ ④で修正される ×、エ

謀慮不威曰徳、（朱で「又」加筆） ○ ○ ④で修正される ×、ア
綏柔士民曰徳、（朱で「又」加筆） ○ ○ ④で修正される ×、ア
坎輔弼是任、 ○ ○ ⑥までの間に修正される（⑤要調査） ×、ア（ウ）
「今日【藤原良実】御物語云、」「【藤原
良実】」の前に「殿下」を朱加筆 ○ ④で修正される ×、エ

「後堀川院ノ宮殿名ナリシカヲ思ハシ
ム」
「後堀川院ノ宮殿名ナリシ」を抹消し
「或ハ此号ニ縁故アルベキ」を加筆
（いずれも朱）

○ ○ ④で修正される ×、カ

後中紀 後中紀（鉛筆で「記」と修正） 後中紀 ⑦正誤表に記載あり ×、ウ
内務 内務（鉛筆で「府」と修正） 内務 ⑦正誤表に記載あり ×、ウ

④宮内庁書陵部図書寮文庫蔵、
活版、大正 10 年
（272・205）c

⑤天理大学附属天理図書館蔵、
校正刷（913．7-イ 175-21-1）

⑥国会図書館蔵、大正 8年
（146-272）

⑦宮内庁書陵部蔵、活版、
大正 10 年（271・286）a 備考

全集記載の
有無、修正
内容
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205 142（12） 下 後嵯峨院 二月七日 一月七日 一月七日

206 144（1） 下 後宇多院 六月廿五日 五月廿五日 五月廿五日

207 144（11） 下 伏見院 実躬卿記ヲ引イテ云ク 実躬卿ヲ引イテ云ク 実躬卿ヲ引イテ云ク

208 146（10） 下 長慶院 【嘉喜門院集袖書、】 【嘉善門院集袖書、】 【嘉善門院集袖書、】

209 147（8） 下 光厳院 不竢駕参仕、 不俟駕参仕、 不俟駕参仕、

210 147（9） 下 光厳院 余清書副奉書遺嗣房許、 余清書副奉書遣嗣房許、 余清書副奉書遣嗣房許、

211 147（10） 下 光厳院 猶可被決群議歟、 猶可被決群議歟、 猶可被決群議歟、

212 147（10） 下 光厳院 延久度六月廿六日【七七日御仏事日】 延久　六月廿六日【七七日御仏事実】
（「延久」の後一字あき）

延久　六月廿六日【七七日御仏事実】
（「延久」の後一字あき）

213 148（4） 下 崇光院 崩御ナリヌ 崩御ナリヌ 崩御ナリヌ

214 149（10） 下 後小松院 非院号也、 斎院号也、 斎院号也、

215 149（14） 下 称光院 勘進 勘進 勘進

216 149（14） 下 称光院 勧修寺中納言、【経成卿】 勧進寺中納言、【紹成卿】 勧進寺中納言、【紹成卿】

217 150（1） 下 称光院 定有子細歟、 寔有子細歟、 寔有子細歟、

218 150（8） 下 後花園院 完賢卿記 宗賢卿記 宗賢卿記
219 150（13） 下 後花園院 又皇年代略記ニ云ク 又皇年代略記ニ 又皇年代略記ニ

220 151（2） 下 後土御門院 後法興院 後法楽院 後法楽院

221 151（13） 下 後柏原院 又管別記同日庚辰ノ下ニ云ク 又管別記同日ノ下ニ云ク 又管別記同日ノ下ニ云ク

222 153（4） 下 明正院 所詮為女帝之間、 所詮女帝之間、 所詮女帝之間、

223 153（12） 下 明正院 「説苑、」の前 「劉向」あり、抹消し、削除分を上に
詰める指示（いずれも朱）

「劉向」あり、抹消し、削除分を上に
詰める指示（いずれも墨）

224 153（13） 下 明正院 「太玄、」の前 「楊雄」あり、削除し、削除分を上に
詰める指示（いずれも朱）

「楊雄」あり、削除し、削除分を上に
詰める指示（いずれも墨）

225 153（14） 下 明正院 「博物志、」の前
「張華」あり、削除し、削除分を上に
詰める指示、次行に「アキ」（いずれ
も朱）

「張華」あり、削除し、削除分を上に
詰める指示、次行に「一行アキ」（い
ずれも墨）

226 154（14） 下 霊元院 即写之自新大納言局 即写自新大納言局 即写自新大納言局

227 154（15） 下 霊元院 無子細候歟、 無子細候云々、 無子細候云々、

228 154（15） 下 霊元院 殊近来明正院御例【元明元正合故院
御定也】旁可然之由、 × ×

229 155（1） 下 霊元院 其他光栄公記 其光栄公記 其光栄公記

230 155（1） 下 霊元院 実方朝臣記同日ノ条、 実方朝臣記同日条 実方朝臣記同日条

231 159（11） 下 仁孝 【南史文同】 × ×
232 159（17） 下 仁孝 事献太妃、 事献太妃 事献太妃

233 159（17） 下 仁孝 「朝夕不違侍養、」の後 又梁武帝子昭明太子統伝、太子性仁孝
自出官恒思恋不楽、

又梁武帝子昭明太子統伝、太子性仁孝
自出官恒思恋不楽、

234 160（1～3） 下 仁孝 蔡邕琴操、～仁孝聞於天下、 朱で 4行目の後に移す矢印 墨で 6行目の後に移す矢印

235 160（3） 下 仁孝 仁孝聞於天下、 仁孝聞天下、 仁孝聞天下、

236 160（9） 下 仁孝 日本書紀、～足為天下之君、 × ×、墨で加筆（鷗）

※本文「日本書紀、仁徳紀、太子菟道稚郎子諮大鷦鷯尊、大王者風姿岐嶷、仁孝遠聆、以歯且長、足為天下之君、」「大鷦鷯尊」以降、改行、改頁され、余白となっている箇所に朱で矢印、次頁の「大

237 161（2） 下 孝明 慈恵愛親曰孝、協時肇享曰孝、大慮
行節曰孝、 × ×

238 162（9） 下 孝明 亜献終献行事武舞用凱安歌詞、 亜献終献行事武舞用凱安、 亜献終献行事武舞用凱安、
239 161（10） 下 孝明 又僭偽附庸伝、梁蕭 字仁遠、 又梁蕭 字仁遠、 又梁蕭 字仁遠、

240 1 6 2（1 4 の
後） 下 明治 14 行目と 15 行目の間 （行間の余白なし） （行間の余白なし）

241 162（2） 下 明治 股野氏琢聖謚考ニ云ク 股野氏琢聖謚考ニ云ク 股野氏琢聖謚考ニ云ク

242 162（14） 下 明治 図書頭森林太郎稾 図書頭臣森林太郎撰 図書頭臣森林太郎撰

通し番号 鷗外全集
頁（行）

上篇または
下篇

鷗外全集の
篇目 該当箇所

①原稿
（上：文京区立森鷗外記念館蔵、
下：天理大学附属天理図書館蔵）

②宮内庁書陵部図書寮文庫蔵、
カーボン複写、大正 8～10 年
（272・206）d

③宮内庁書陵部図書寮文庫蔵、
カーボン複写、大正 8～10 年
（272・204）b
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二月七日（書き込みなく修正済） ○ ○ ③から④の間に修正される（⑤要調査）×、ア

五月廿五日 五月廿五日（鉛筆で「六」（六月）と
修正） 五月廿五日 ⑦正誤表に記載あり ×、ア（ウ）

実躬卿ヲ引イテ云ク ○ ○ ⑥までの間に修正される（⑤要調査） ×、ア（ウ）

【嘉善門院集袖書、】 【嘉善門院集袖書、】（鉛筆で「喜」と
修正） 【嘉善門院集袖書、】 ⑦正誤表に記載あり、陵・1100（e）も

朱書で修正あり ×、ア（ウ）

「不俟駕参仕、」「俟」を朱で「竢」と
修正 ○ ○ ④で修正される ×、ア

余清書副奉書遣嗣房許、 余清書副奉書遣嗣房許 余清書副奉書遣嗣房許、 ×

猶可被決議歟、 猶可被決議歟、（鉛筆で「群」を挿
入） 猶可被決議歟、 ⑦正誤表に記載あり ×、ア（ウ）

「延久、六月廿六日【七七日御仏実】」
（「、」を「トル」、同箇所に「夏」を
挿入、いずれも朱）

○ ○ ⑥までの間に修正される（⑤要調査） ×、ア

崩御ナリ又 崩御ナリ又（「又」を鉛筆で「ヌ」と
修正 崩御ナリ又 ⑦正誤表に記載あり④か⑤で「ヌ」を

「又」と誤読（⑤要調査） ×、カ（ウ）

「斎院号也、」（朱で「斎」を「非」に
修正） ○ ○ ④で修正される ×、ア

勧進 勧進（鉛筆で「勘」と修正） 勧進 ⑦正誤表に記載あり④か⑤の誤植が以
後に続くか（⑤要調査） ×、ウ

「勧進寺中納言、【紹成卿】」（「進」を
「修」に、「紹」を「経」に修正、いず
れも朱）

○ ○ ④で修正される ×、エ（ウ）

「寔有子細歟、」（朱で「寔」を「定」
に修正） ○ ○ ④で修正される ×、ア

宗賢卿記 宗賢卿記 宗賢卿記 ×
又皇年代略記ニ（朱で「云ク」加筆） ○ ○ ④で修正される ×、カ
後法楽院（朱で「楽」を「興」に修
正） ○ ○ ④で修正される ×、エ（ウ）

又管別記同日ノ下ニ云ク（朱で「庚
辰」を加筆） ○ ○ ④で修正される ×、ア

所詮女帝之間、（朱で「為」を加筆） ○ ○ ④で修正される ×、ア

×（抹消済） ×（抹消済） ×（抹消済） ②、③で修正される、鷗外は②、③双
方に目を通した ×、ア・イ

×（抹消済） ×（抹消済） ×（抹消済） ②、③で修正される、鷗外は②、③双
方に目を通した ×、ア・イ

×（抹消済）、一行空き ×（抹消済）、一行空き ×（抹消済）、一行空き ②、③で修正される、鷗外は②、③双
方に目を通した ×、ア・イ

即写自新大納言局 即写自新大納言局（鉛筆で「之」を
加筆） 即写自新大納言局 ⑦正誤表に記載あり ×、ア

無子細候云々、（「云々」を「歟之由」
に朱で修正） ○ 無子細候歟之由、 ④で修正される ×、カ

× ×（鉛筆で加筆） × ⑦正誤表に記載あり ×、ア

其光栄公記（「他」を朱で加筆） ○ ○ ④で修正される ×、カ
実方朝臣記同日条（「ノ」「、」を朱で
加筆） ○ ○ ④で修正される ×、カ

×（朱で加筆） ○ ○ ④で修正される ×、ア
朱で「、」を加筆 ○ ○ ④で修正される ×、イ
又梁武帝子昭明太子統伝、太子性仁孝
自出官恒思恋不楽、（朱で抹消し「ト
ル」）

×（抹消済） ×（抹消済） ④で修正される ×、イ

6 行目の後に印刷（③の指示が反映）
されるも、朱で元の位置（1～3行
目）に戻す矢印を記し、「此間ツメル」

○（全集の位置（1～3行目）にあり、
④の指示が反映）

○（全集の位置（1～3行目）にあり、
④の指示が反映）230 ②→③、④で修正される ×、イ

仁孝聞天下、（朱で「於」加筆） ○ ○ ④で修正される ×、ア

日本書紀、…（※） ○（全集の位置にあり、④の指示が
反映）

○（全集の位置にあり、④の指示が
反映） ②→③ ×、ア・イ

王」につなげ「ツヾク」
×（朱で「愛敬愛親曰孝、協時肇享曰
孝、大慮行節曰孝、」と加筆し、一番
目と三番目の「孝」「肇」を墨で○印

○ ○ ④で修正される ×、ア

亜献終献行事武舞用凱安、 ○ ○ ⑥までの間に修正される（⑤要調査） ×、ア
又梁蕭 字仁遠、 ○ ○ ⑥までの間に修正される（⑤要調査） ×、ア
朱で「一行アキ」
（行間の余白なし） 一行空く 一行空く ④で修正される ×、イ

股野氏琢聖謚考ニ云ク（「琢」を
「琢」とし、「コノ字ハナキカ」を加筆
（いずれも朱）

○ ○ ④で修正される ×、オ

○ ○ ○ ③から④の間に修正される（⑤要調査）×、オ（カ）

④宮内庁書陵部図書寮文庫蔵、
活版、大正 10 年
（272・205）c

⑤天理大学附属天理図書館蔵、
校正刷（913．7-イ 175-21-1）

⑥国会図書館蔵、大正 8年
（146-272）

⑦宮内庁書陵部蔵、活版、
大正 10 年（271・286）a 備考

全集記載の
有無、修正
内容
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の
修
正
︵
別
表
備
考
﹁
朱
で
加
筆
﹂
︑
ま
た
は
同
趣
の
記
載
︶
︒

・
貼
継
に
よ
っ
て
挿
入
︵
別
表
備
考
﹁
貼
継
で
挿
入
﹂
︶
︒

・
本
文
の
削
除
︒
そ
の
方
法
は
本
紙
に
書
か
れ
て
い
る
不
要
な
本
文
を
切
り
取
り
︑
改
め

て
貼
り
つ
な
い
で
い
る
︒

・
本
文
修
正
の
過
程
は
︑
伝
本
に
段
取
り
が
明
示
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
︑
原
稿

︵
①
︶
か
ら
草
稿
︹
②
︵
ｄ
︶
︑
③
︵
ｂ
︶
︺
の
順
で
修
正
が
終
え
ら
れ
て
い
る
︵
別
表
備
考

﹁
②
︑
③
ま
で
に
修
正
﹂
︶
︒

例
を
挙
げ
る
と
︑
別
表
29
は
︑
図
版
三
二
に
示
す
よ
う
に
﹁
白
虎
通
︑
～
故
以
聖
聘
問

也
︑
﹂
の
文
言
は
原
稿
︵
①
︶
に
な
い
も
の
の
︑
草
稿
︹
②
︵
ｄ
︶
︑
③
︵
ｂ
︶
︺
で
は
共
に

本
紙
が
切
ら
れ
︑
当
該
箇
所
に
追
加
さ
れ
る
本
文
が
書
か
れ
た
紙
片
︵
本
文
と
同
じ
マ
ス

目
の
料
紙
か
つ
②
︑
③
と
同
筆
︶
が
貼
り
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
︒
貼
継
の
糊

代
部
分
に
は
割
印
が
押
さ
れ
︑
丁
寧
な
作
業
の
ほ
ど
が
窺
え
る
︒
ま
た
︑
別
表
58
は
草
稿

︹
②
︵
ｄ
︶
︑
③
︵
ｂ
︶
︺
の
本
紙
が
切
断
さ
れ
︑
改
め
て
貼
り
継
が
れ
た
形
と
な
っ
て
い
る

が
︑
こ
れ
は
原
稿
︵
①
︶
で
存
在
し
た
文
言
が
草
稿
︹
②
︵
ｄ
︶
︑
③
︵
ｂ
︶
︺
に
も
引
き
継

が
れ
た
も
の
の
︑
後
で
削
除
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
︑
切
り
取
ら
れ
た
痕
跡
と
考
え
ら
れ
る

︵
図
版
三
三
﹁
陳
書
︑
⁝
﹂
の
前
行
︑
矢
印
の
貼
継
箇
所
に
は
割
印
が
押
さ
れ
て
い
る
︶
︒

右
か
ら
は
︑
原
稿
︵
①
︶
か
ら
草
稿
︹
②
︵
ｄ
︶
︑
③
︵
ｂ
︶
︺
へ
進
む
作
業
の
過
程
を
伝

本
の
現
状
か
ら
た
ど
る
こ
と
が
で
き
る
が
︑
一
方
で
図
版
三
四
︵
カ
ラ
ー
図
版
九
と
同
じ
箇

所
で
あ
る
が
︑
こ
こ
で
は
前
後
も
広
く
掲
載
し
た
︶
の
一
行
目
﹁
高
皇
帝
﹂
～
五
行
目
﹁
監
関

中
諸
侯
兵
︑
﹂
は
︑
別
表
31
︑
32
の
①
︵
原
稿
︶
に
存
在
し
な
い
文
言
が
草
稿
︹
②
︵
ｄ
︶
︑
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③
︵
ｂ
︶
︺
の
段
階
で
本
文
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
他
︑
別
表
34
の
﹁
素
問
︑
～
以
緩

秋
刑
︑
﹂
は
貼
紙
で
追
加
さ
れ
て
い
る
︒
ま
た
︑
原
稿
︵
①
︶
に
は
存
在
し
な
い
図
版
三

四
︑
七
行
目
﹁
文
中
子
︑
～
天
下
也
﹂
︵
別
表
33
︶
と
最
終
行
﹁
日
本
書
紀
︑
～
国
内
安

寧
︑
﹂
︵
別
表
35
︶
は
本
紙
中
に
本
文
と
同
じ
料
紙
で
貼
継
に
よ
っ
て
挿
入
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
︑
原
稿
︵
①
︶
か
ら
草
稿
︹
②
︵
ｄ
︶
︑
③
︵
ｂ
︶
︺
に
至
る
ま
で
に
は
複
数
の
過
程
を

経
て
い
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
︒

次
に
草
稿
︹
②
︵
ｄ
︶
︑
③
︵
ｂ
︶
︺
に
つ
い
て
触
れ
る
︒
主
な
修
正
内
容
は
ア
が
多
く
︑

前
々
項
の
三
で
は
︑
そ
の
先
後
関
係
は
②
︵
ｄ
︶
↓
③
︵
ｂ
︶
で
あ
る
と
指
摘
し
た
が
︑

・
別
表
12
︑
115
の
よ
う
に
︑
②
︵
ｄ
︶
は
未
修
正
で
あ
る
が
︑
③
︵
ｂ
︶
で
修
正
が
行
わ

れ
︑
そ
の
内
容
が
校
正
刷
︹
④
︵
ｃ
︶
︺
に
反
映
さ
れ
て
い
る
︒

・
別
表
40
︑
47
︑
49
の
よ
う
に
︑
②
︵
ｄ
︶
で
加
筆
し
な
が
ら
︑
後
に
な
っ
て
当
該
箇
所

が
不
要
と
判
断
さ
れ
た
と
よ
う
で
︑
改
め
て
削
除
が
行
わ
れ
て
い
る
︵
図
版
三
五
︑
三
六
︶
︒

こ
の
加
除
は
②
︵
ｄ
︶
の
み
で
完
結
し
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
︑
も
う
一
方
の
草
稿
︹
④

︵
ｂ
︶
︺
や
校
正
刷
︹
③
︵
ｃ
︶
︺
で
は
︑
加
除
に
つ
い
て
何
ら
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
︒

・
別
表
34
︵
カ
ラ
ー
図
版
九
︶
︑
178
︵
同
一
〇
︶
の
よ
う
に
︑
③
︵
ｂ
︶
の
紙
片
に
追
加
の
文

言
を
加
筆
し
た
本
紙
に
貼
紙
し
︑
そ
の
内
容
が
校
正
刷
︹
︵
④
︵
ｃ
︶
︶
︺
に
反
映
さ
れ
て
い

る
︒

・
別
表
234
は
︑
②
︵
ｄ
︶
と
③
︵
ｂ
︶
で
は
異
な
る
指
示
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
も
の
の
︑

校
正
刷
︹
︵
④
︵
ｃ
︶
︶
︺
に
は
③
︵
ｂ
︶
の
指
示
が
反
映
さ
れ
て
い
る
︒

と
い
っ
た
例
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
︑
こ
れ
ら
も
︑
②
︵
ｄ
︶
↓
③
︵
ｂ
︶
と
い
う
過

程
を
明
確
に
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
︒

校
正
刷
︵
④
︵
ｃ
︶
︶
で
も
ア
が
多
い
が
︑
イ
等
の
修
正
も
あ
り
︑
い
ず
れ
も
鷗
外
の
積

極
的
な
関
わ
り
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
︒
た
だ
︑
草
稿
︵
②

︵
ｄ
︶
︑
③
︵
ｂ
︶
︶
か
ら
校
正
刷
へ
の
作
業
の
進
捗
に
つ
い
て
は
︑
天
理
大
学
附
属
天
理
図

書
館
蔵
︵
⑤
︶
の
調
査
を
行
う
こ
と
で
更
に
詳
し
い
言
及
を
す
る
こ
と
が
可
能
と
思
わ
れ
︑

調
査
後
に
改
め
て
稿
を
持
つ
こ
と
と
し
た
い
︒

六

国
立
国
会
図
書
館
蔵
本
に
つ
い
て

こ
こ
で
は
︑
別
表
校
異
で
も
取
り
上
げ
た
国
立
国
会
図
書
館
蔵
本
に
つ
い
て
触
れ
て
お

き
た
い
︒
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
は
二
点
の
所
蔵
資
料
を
確
認
で

き
︑
い
ず
れ
も
カ
ラ
ー
図
版
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
︒

一
点
目
は
別
表
⑥
︵
請
求
番
号
一
四
六
袞
二
七
二
︶
で
対
校
し
た
も
の
︒
書
誌
情
報
の
出

版
年
月
日
は
大
正
八
年
︵
一
九
一
九
︶
刊
と
さ
れ
て
い
る
が
︑
末
尾
の
刊
記
に
は
︑
大
正

辛
酉
︹
大
正
十
年
︵
一
九
二
一
︶
︺
︑
図
書
寮
が
刊
行
し
た
﹁
一
百
部
﹂
の
通
し
番
号
﹁
六
拾

壱
﹂
が
印
字
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら(15
)

︑
大
正
十
年
刊
と
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
︒
こ
の
資
料

の
冒
頭
に
は
正
誤
表
が
綴
じ
込
ま
れ
て
お
り
︑
鉛
筆
で
﹁
ス
ベ
テ
鉛
筆
ニ
テ
記
入
ズ
ミ
﹂

と
書
き
込
ま
れ
て
い
る
︒
具
体
的
な
修
正
箇
所
は
別
表
の
と
お
り
で
あ
る
が
︑
⑥
の
本
文

中
に
は
正
誤
表
の
該
当
文
言
が
鉛
筆
で
書
き
込
ま
れ
て
い
る
︒
こ
れ
ら
の
書
き
込
み
は
︑
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正
誤
表
作
成
後
に
︑
そ
の
内
容
を
後
人
が
鉛
筆
で
記
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
︒

正
誤
表
の
具
体
的
な
作
成
時
期
は
今
後
の
調
査
を
期
し
た
い
が
︑
こ
の
正
誤
表
は
別
表

⑦
︵
ａ
︑
二
七
一
・
二
八
六
︶
の
見
返
し
に
も
貼
付
さ
れ
て
お
り
︑
大
正
十
年
の
造
本
後
に

作
成
さ
れ
︑
活
版
本
に
付
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
穏
当
で
あ
り
︑
⑥
は
綴
じ
込
み
︑

⑦
は
見
返
し
に
貼
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
︑
正
誤
表
一
枚
が
単
体
で
配
布
さ
れ
た
も
の

で
あ
ろ
う
︒
こ
の
場
合
︑
鷗
外
の
図
書
頭
在
任
中
に
作
成
さ
れ
た
︑
つ
ま
り
鷗
外
が
﹁
正

誤
表
﹂
を
承
認
し
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
︒
こ
の
こ
と
は
鷗
外
自
筆
の
書
込
み
が

あ
る
②
︵
ｄ
︶
︑
③
︵
ｂ
︶
︑
④
︵
ｃ
︶
の
校
正
段
階
と
正
誤
表
の
作
成
段
階
の
間
に
も
更

な
る
時
間
と
作
業
が
存
在
す
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
が
︑
書
陵
部
本
を
確

認
し
た
と
こ
ろ
︑
正
誤
表
記
載
の
内
容
は
い
ず
れ
も
草
稿
︹
②
︵
ｄ
︶
︑
③
︵
ｂ
︶
︺
や
校
正

刷
︹
④
︵
ｃ
︶
︺
の
修
正
の
書
き
込
み
が
見
落
と
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
か
ら
︑
大
正

十
年
活
版
本
刊
行
の
段
階
で
見
落
と
さ
れ
た
誤
植
や
誤
脱
が
見
出
さ
れ
た
結
果
︑
正
誤
表

が
作
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
︒
正
誤
表
を
一
見
す
る
と
︑
天
皇
の
謚
号
そ
の
も
の
の
訂

正
︵
例
：
誤
＝
淳
仁
天
皇
↓
正
＝
淳
和
天
皇
︶
︑
年
号
の
訂
正
︵
例
：
嘉
永
↓
嘉
承
︶
︑
典
拠
史

料
名
の
訂
正
︵
例
：
一
代
要
紀
↓
一
代
要
記
︶
の
よ
う
な
基
本
的
な
用
語
の
誤
記
が
見
落
と

さ
れ
て
き
た
こ
と
が
分
か
る
︒

国
会
図
書
館
に
は
︑
も
う
一
点
︑
︵
二
八
八
・
四
一
袞
Ｍ
七
七
八
ｔ
︶
の
存
在
が
確
認
で

き
る
︒
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
書
誌
デ
ー
タ
に
は
刊
行
年
月
日
に
一
九
二
一
年
の
記
載

が
あ
り
︑
画
像
か
ら
確
認
で
き
る
刊
記
に
は
︑
限
定
一
〇
〇
冊
刊
行
の
う
ち
︑
第
四
九
冊

に
あ
た
る
こ
と
が
分
か
る(16
)

︒
該
書
に
は
正
誤
表
が
付
い
て
お
ら
ず
︵
こ
の
こ
と
も
正
誤
表
が

一
枚
物
と
し
て
配
布
さ
れ
た
こ
と
を
補
強
と
な
ろ
う
︶
︑
そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
か
︑
正
誤
表
の

内
容
は
書
き
込
ま
れ
て
い
な
い
︒

七

お
わ
り
に

本
稿
で
は
︑
書
陵
部
本
﹃
帝
謚
考
﹄
の
現
状
を
詳
細
に
調
査
し
︑
書
き
込
ま
れ
た
筆
跡

や
本
文
の
校
合
等
を
詳
細
に
検
討
す
る
こ
と
で
そ
の
成
立
過
程
を
明
ら
か
に
し
た
︒
書
き

込
み
の
多
く
は
森
鷗
外
の
自
筆
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
︑
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
の
中
に
も

鷗
外
自
筆
資
料
を
加
え
る
こ
と
と
な
っ
た
︒
最
後
に
︑
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
内
容
を
摘

記
し
た
い
︒

【
草
稿
︹
②
︵
ｄ
︶
︑
③
︵
ｂ
︶
︺
に
つ
い
て
】

・
二
点
の
書
き
込
み
の
先
後
関
係
は
︑
②
︵
ｄ
︶
↓
③
︵
ｂ
︶
の
順
で
あ
る
︒

・
修
正
の
多
く
は
︑
原
稿
︵
①
︶
に
は
な
い
︑
新
た
に
関
連
出
典
か
ら
文
言
の
追
加
︵
前

掲
ア
︶
で
あ
る
︒

・
本
文
の
加
筆
は
︑
草
稿
の
段
階
で
既
に
本
文
化
さ
れ
︑
作
業
の
経
緯
が
確
認
で
き
な
い

箇
所
も
あ
る
︒

・
加
筆
や
削
除
︵
本
紙
を
切
り
取
っ
た
痕
跡
あ
り
︶
と
い
っ
た
︑
作
業
の
経
緯
が
確
認
で
き

る
箇
所
も
あ
る
︒

・
加
筆
は
行
頭
の
字
句
の
高
さ
や
改
行
と
い
っ
た
体
裁
の
指
示
も
あ
る
︒

・
加
筆
は
ほ
と
ん
ど
朱
筆
で
︑
②
︵
ｄ
︶
が
鷗
外
筆
︑
③
︵
ｂ
︶
が
そ
れ
を
受
け
た
形
で

別
の
人
物
に
よ
り
や
や
丁
寧
に
書
き
込
ん
で
い
る
も
の
が
多
い
︒

・
草
稿
の
二
点
共
鷗
外
の
書
き
込
み
が
確
認
さ
れ
る
こ
と
か
ら
︑
鷗
外
自
身
も
主
体
的
に

双
方
に
目
配
り
を
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
︒

【
校
正
刷
︹
④
︵
ｃ
︶
︺
に
つ
い
て
】

・
校
正
︑
作
字
と
い
っ
た
基
本
的
な
箇
所
の
他
︑
新
た
な
文
言
の
加
除
︑
順
序
の
入
れ
替
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え
︑
体
裁
の
指
示
等
︑
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
お
り
︑
一
連
の
作
業
を
ほ
と
ん
ど
鷗
外
一
人

で
行
っ
て
い
る
︒

・
鷗
外
の
書
き
込
み
は
筆
に
よ
る
朱
書
・
墨
書
・
朱
ペ
ン
等
︑
数
種
の
筆
記
具
を
用
い
て

お
り
︑
校
正
も
複
数
の
過
程
を
経
て
い
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
︒

【
大
正
十
年
活
版
本
】

・
刊
行
後
に
新
た
に
誤
植
や
誤
脱
が
見
出
さ
れ
︑
正
誤
表
が
作
成
さ
れ
た
︒

・
正
誤
表
は
伝
本
に
付
属
し
て
い
る
例
が
確
認
さ
れ
る
こ
と
か
ら
︑
活
版
本
刊
行
後
ほ
ど

な
く
︑
鷗
外
の
承
認
を
経
て
作
成
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
︒

以
上
で
あ
る
︒
本
稿
で
は
⑤
︵
天
理
大
学
天
理
図
書
館
蔵
校
正
刷
︶
の
調
査
を
果
た
せ
な

か
っ
た
が
︑
同
じ
く
校
正
刷
の
④
︵
ｃ
︶
と
の
関
係
を
解
明
す
る
こ
と
で
﹃
帝
謚
考
﹄
現

存
伝
本
の
成
立
解
明
に
寄
与
す
る
こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ
︑
今
後
ぜ
ひ
取
り
組
み
た
い
︒

ま
た
︑
ま
た
︑
本
稿
で
論
究
で
き
な
か
っ
た
事
柄
も
︑
併
せ
て
今
後
を
期
し
た
い
︒

森
鷗
外
は
︑
﹃
帝
謚
考
﹄
に
つ
い
て
﹁
帝
謚
考
は
よ
く
出
来
た
﹂
と
語
っ
て
い
た
と
い

う(17
)
︒
ま
た
︑
沼
倉
論
考
に
よ
れ
ば
︑
森
鷗
外
の
図
書
頭
在
任
中
の
宮
内
省
の
公
文
書
類

︵
宮
内
庁
宮
内
公
文
書
館
蔵
︶
の
検
証
を
経
て
︑
﹃
帝
謚
考
﹄
は
図
書
寮
に
お
い
て
は
編
集

業
務
の
参
考
上
必
要
と
認
め
ら
れ
︑
鷗
外
の
同
意
を
得
て
一
〇
〇
部
印
刷
し
た
が
︑
全
く

鷗
外
個
人
の
研
究
に
よ
る
成
果
と
位
置
づ
け
ら
れ
︑
一
方
︑
宮
内
省
に
お
い
て
は
鷗
外
の

特
旨
叙
位
の
た
め
の
功
績
調
査
で
図
書
頭
の
公
務
上
の
﹁
功
績
顕
著
﹂
と
捉
え
ら
れ
て
い

た(18
)

︒
か
よ
う
に
﹃
帝
謚
考
﹄
は
鷗
外
自
身
の
自
己
評
価
と
公
務
上
の
評
価
の
両
面
が
存
し

て
い
た
こ
と
を
踏
ま
え
︑
本
稿
で
は
鷗
外
が
自
ら
施
し
た
書
き
入
れ
等
の
検
証
に
よ
っ
て

﹃
帝
謚
考
﹄
の
成
立
過
程
の
実
態
が
解
明
で
き
た
︒
こ
れ
に
よ
り
︑
﹃
帝
謚
考
﹄
に
つ
い
て

図
書
寮
研
究
と
森
鷗
外
研
究
の
双
方
に
新
た
な
知
見
・
成
果
が
得
ら
れ
た
と
云
え
よ
う
︒

注(
�
)

近
代
の
図
書
寮
及
び
図
書
頭
の
読
み
は
︑
宮
内
省
当
時
の
公
文
書
類
を
検
証
す
る
と
︑

公
定
さ
れ
て
お
ら
ず
︑
図
書
寮
は
﹁
ず
し
ょ
り
ょ
う
｣
・
｢
と
し
ょ
り
ょ
う
﹂
︑
図
書
頭
は

﹁
ず
し
ょ
の
か
み
｣
・
｢
と
し
ょ
の
か
み
｣
・
｢
と
し
ょ
と
う
﹂
の
い
ず
れ
の
読
み
も
通
用
し
︑

い
ず
れ
も
誤
り
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
︒
田
代
圭
一
﹁
宮
内
省
図
書
寮
の
変
遷
﹂

︵
稲
村
哲
也
ほ
か
編
﹃
新
訂
博
物
館
資
料
保
存
論
﹄
︑
放
送
大
学
教
育
振
興
会
︑
二
〇
一
九

年
︶
及
び
沼
倉
延
幸
﹁
帝
室
博
物
館
総
長
兼
図
書
頭
森
林
太
郎
︵
鷗
外
︶
と
奈
良
袞
再
考

袞
﹂
︵
﹃
月
刊
大
和
路
な
ら
ら
﹄
第
二
九
〇
～
二
九
四
号
︑
二
〇
二
二
年
十
一
月
～
二
〇
二
三

年
三
月
︶
を
参
照
︒
後
者
に
は
︑
鷗
外
が
本
件
で
﹃
延
喜
式
﹄
を
調
べ
る
な
ど
︑
自
ら
複
数

の
読
み
を
把
握
し
て
い
た
こ
と
も
解
明
し
て
い
る
︒
な
お
︑
近
代
の
宮
内
省
に
設
置
さ
れ
た

図
書
寮
は
︑
律
令
制
下
の
中
務
省
に
設
置
さ
れ
た
図
書
寮
と
は
根
本
的
に
異
な
る
︒

(


)

近
代
の
宮
内
省
の
編
纂
物
に
つ
い
て
は
︑
宮
内
庁
書
陵
部
編
修
課
編
﹃
宮
内
省
の
編
纂

事
業
﹄
︵
二
〇
〇
七
年
︑
宮
内
庁
書
陵
部
︶
を
参
照
さ
れ
た
い
︒

(
�
)

『
帝
謚
考
﹄
刊
行
の
経
緯
に
つ
い
て
は
︑
﹃
鷗
外
全
集

第
六
巻
﹄
︵
一
九
二
六
年
七
月
︑

鷗
外
全
集
刊
行
会
︶
巻
末
の
与
謝
野
寛
・
平
野
萬
里
﹁
編
纂
者
の
言
葉
﹂
︑
﹃
鷗
外
全
集

著

作
篇
第
十
三
巻
﹄
︵
一
九
五
三
年
︑
岩
波
書
店
︶
の
後
記
︹
﹃
鷗
外
全
集

第
二
十
巻
﹄
︵
一

九
七
三
年
六
月
第
一
刷
︑
一
九
八
八
年
八
月
第
二
刷
︑
岩
波
書
店
︶
解
題
に
も
掲
載
︺
に
記

述
が
あ
る
︒

(
�
)

『
書
陵
部
紀
要
﹄
第
六
八
号
︑
二
〇
一
七
年
︒

(

)

森
鷗
外
の
死
去
の
翌
月
に
刊
行
さ
れ
た
﹃
新
小
説
﹄
27
年
�
巻
︵
﹁
新
小
説
臨
時
増
刊

文
豪
鷗
外
森
林
太
郎
﹂
︑
一
九
二
二
年
八
月
︶
所
収
の
﹁
森
林
太
郎
氏
略
年
譜
﹂
に
は
︑
﹁
大

正
十
年
︵
六
十
歳
︶
○
三
月
﹃
帝
謚
考
﹄
図
書
寮
よ
り
上
梓
す
︒
﹂
と
あ
る
︒
こ
の
略
年
譜

は
鷗
外
の
帝
室
博
物
館
総
長
兼
図
書
頭
就
任
を
大
正
七
年
と
す
る
誤
記
が
見
え
て
検
証
が
必

要
な
が
ら
︑
当
時
﹃
帝
謚
考
﹄
が
鷗
外
の
周
辺
人
物
で
は
大
正
十
年
三
月
刊
行
と
さ
れ
て
い

た
こ
と
が
窺
え
る
︒
一
方
︑
前
掲
注
︵
�
︶
﹃
鷗
外
全
集

第
六
巻
﹄
所
収
の
﹁
編
纂
者
の

言
葉
﹂
に
は
﹃
帝
謚
考
﹄
の
刊
行
を
﹁
大
正
十
年
﹂
と
記
す
に
留
め
て
﹁
三
月
﹂
と
は
記
し

て
い
な
い
︒
そ
の
後
︑
鷗
外
の
末
弟
の
森
潤
三
郎
の
著
述
︵
﹃
鷗
外
森
林
太
郎
﹄
︑
一
九
四
二
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年
︑
丸
井
書
店
︶
を
始
め
︑
諸
書
で
﹃
帝
謚
考
﹄
が
大
正
十
年
三
月
刊
行
と
す
る
見
解
が
踏

襲
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
︒

(
�
)

田
代
圭
一
前
掲
注
︵
�
︶
の
ほ
か
︑
同
﹁
保
存
調
査
室
の
業
務
と
今
後
へ
の
課
題
﹂

︵
﹃
び
ぶ
ろ
す
﹄
六
六
号
︑
二
〇
一
四
年
︑
国
立
国
会
図
書
館
︶
︑
同
﹁
書
陵
部
所
蔵
図
書
の

保
存
と
修
復
﹂
︵
﹃
書
陵
部
紀
要
﹄
第
六
五
号
︑
二
〇
一
四
年
︶
同
﹁
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵

﹃
古
筆
手
鑑
﹄
︵
新
収
本
︶
﹂
︵
﹃
書
陵
部
紀
要
﹄
第
六
九
号
︑
二
〇
二
〇
年
︶
︑
同
﹃
人
と
書
と

歴
史
人
の
直
筆
﹄
︵
二
〇
一
六
年
︑
新
典
社
)
・
『
人
と
書
と

歴
史
人
の
直
筆
Ⅱ
﹄
︵
二
〇
一

八
年
)
・
『
人
と
書
と

歴
史
人
の
直
筆
Ⅲ
﹄
︵
二
〇
二
二
年
︶
等
︒

(�
)

刊
行
年
月
は
︵
�
︶
に
記
し
た
︒

(
�
)

森
鷗
外
が
図
書
頭
と
し
て
編
纂
し
た
﹃
帝
謚
考
﹄
に
つ
い
て
は
︑
本
稿
既
述
の
﹃
鷗
外

全
集
﹄
等
に
収
載
さ
れ
て
い
る
ほ
か
︑
近
年
刊
行
さ
れ
た
も
の
に
日
置
英
剛
編
﹃
日
本
年
表

選
集

第
五
巻

帝
謚
考
︑
元
号
考
﹄
︵
二
〇
〇
五
年
︑
ク
レ
ス
出
版
︶
が
あ
る
︒
ま
た
︑

﹃
帝
謚
考
﹄
は
鷗
外
関
係
の
諸
文
献
に
少
な
か
ら
ず
言
及
さ
れ
て
お
り
︑
ま
ず
前
掲
注
︵


︶

﹃
鷗
外
森
林
太
郎
﹄
︵
一
九
四
二
年
︑
丸
井
書
店
︶
︑
山
崎
一
穎
﹃
森
鷗
外
論
攷
﹄
︵
二
〇
〇
六

年
︑
お
う
ふ
う
︶
︑
山
崎
國
紀
﹃
評
伝
森
鷗
外
﹄
︵
二
〇
〇
七
年
︑
大
修
館
書
店
︶
の
ほ
か
︑

大
塚
美
保
﹁
帝
室
制
度
審
議
会
と
鷗
外
晩
年
の
業
績
﹂
︵
﹃
聖
心
女
子
大
学
論
集
﹄
第
一
一
七

号
︑
二
〇
一
一
年
︶
︑
村
上
祐
紀
﹃
森
鷗
外
の
歴
史
地
図
﹄
︵
二
〇
一
八
年
︑
翰
林
書
房
︶
︑

野
口
武
則
﹁
宮
内
官
僚
森
林
太
郎
︵
第
六
回
)

『
帝
諡
考

(
マ
仭

)

﹄
か
ら
﹃
元
号
考
﹄
へ
﹂
︹
﹃
ア
ジ

ア
時
報
﹄
二
〇
二
四
年
一
・
二
月
号
︵
通
巻
五
九
三
号
︶
︑
二
〇
二
四
年
︺
等
を
参
照
さ
れ

た
い
︒

(
�
)

大
正
十
二
年
︵
一
九
二
三
︶
に
︑
諸
陵
寮
に
﹃
帝
謚
考
﹄
が
収
め
ら
れ
た
経
過
は
︑
諸

陵
寮
か
ら
図
書
寮
に
請
求
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
︒
︵
図
書
寮
﹃
雑
件
録

大
正
十
一
～
十

二
年
﹄
宮
内
公
文
書
館
蔵
︑
識
別
番
号
二
四
一
六
六
︑
大
正
十
二
年
第
二
〇
号
文
書
﹁
帝
謚

考
一
部
諸
陵
寮
ヘ
寄
贈
ノ
件
﹂
︶

(
10
)

『
M
U
S
E
U
M

東
京
国
立
博
物
館
研
究
誌
﹄
第
六
四
五
号
︑
二
〇
一
三
年
八
月
︑
東
京

国
立
博
物
館
︒

(
11
)

鷗
外
の
筆
跡
を
確
認
で
き
る
媒
体
の
例
と
し
て
︑
ま
ず
デ
ジ
タ
ル
画
像
で
は
︑
文
京
区

立
森
鷗
外
記
念
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
﹁
館
蔵
品
紹
介
﹂
及
び
東
京
大
学
附
属
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
﹁
鷗
外
文
庫
書
入
本
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
﹂
の
画
像
が
あ
る
︒
鷗
外
の
自
筆
日
記
﹃
自
紀
材

料
﹄
は
︑
複
製
本
が
出
版
さ
れ
て
い
る
︵
一
九
六
九
年
︑
森
鷗
外
記
念
会
︶
︒
他
の
刊
行
物

で
は
︑
竹
盛
天
雄
・
山
崎
一
穎
・
高
橋
裕
次
監
修
﹃
鷗
外
自
筆

帝
室
博
物
館
蔵
書
解
題
﹄

︵
全
九
冊
︑
二
〇
〇
三
年
︑
ゆ
ま
に
書
房
︶
︑
文
京
区
立
森
鷗
外
記
念
館
及
び
津
和
野
町
森
鷗

外
記
念
館
等
が
刊
行
し
た
図
録
類
︑
小
堀
鷗
一
郎
・
横
光
桃
子
編
﹃
鷗
外
の
遺
産
﹄
︵
全
三

巻
︑
二
〇
〇
四
～
六
年
︑
幻
戯
書
房
︶
︑
﹃
別
冊
太
陽
：
日
本
の
こ
こ
ろ
一
九
三

森
鷗
外
﹄

︵
二
〇
一
二
年
︑
平
凡
社
︶
等
の
ほ
か
︑
前
掲
注
︵


)
・
(
�
︶
の
沼
倉
論
考
等
に
も
鷗
外

の
自
筆
文
書
の
図
版
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
︒

(
12
)

『
寮
館
事
略
﹄
及
び
こ
れ
を
含
む
鷗
外
文
庫
に
つ
い
て
は
︑
東
京
大
学
附
属
図
書
館
所

蔵
資
料
展
示
委
員
会
編
﹃
テ
エ
ベ
ス
百
門
の
断
面
図
﹄
︵
二
〇
二
二
年
︶
を
参
照
さ
れ
た
い
︒

な
お
︑
該
書
に
も
鷗
外
の
筆
跡
を
確
認
で
き
る
図
版
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
︒

(
13
)

用
字
に
つ
い
て
は
︑
別
表
通
し
番
号
一
〇
・
一
三
六
の
④
よ
り
︑
鷗
外
が
自
ら
﹁
謚
﹂

を
用
い
て
い
る
こ
と
か
ら
︵
カ
ラ
ー
図
版
一
・
本
文
図
版
一
五
も
参
照
︶
本
稿
で
も
﹁
謚
﹂

を
用
い
た
︒

(
14
)

例
と
し
て
は
︑
図
版
二
一
～
二
四
︑
二
八
が
該
当
す
る
︒

(
15
)

大
正
辛
酉
図
書
寮
付
工
印
止
一
百
本
是
為
第
六
拾
壱
本
︵
﹁
六
拾
壱
﹂
は
朱
︶
︒

(
16
)

大
正
辛
酉
図
書
寮
付
工
印
止
一
百
本
是
為
第
四
拾
九
本
︵
﹁
四
拾
九
﹂
は
朱
︶
︒

(
17
)

森
潤
三
郎
前
掲
注
︵


︶
﹁
文
豪
鷗
外
森
林
太
郎
﹂

(
18
)

沼
倉
延
幸
前
掲
注
︵
�
︶
﹁
図
書
頭
森
林
太
郎
︵
鷗
外
︶
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
﹂
及

び
同
﹁
帝
室
博
物
館
総
長
兼
図
書
頭
森
鷗
外
と
﹁
功
績
調
書
﹂
﹂
︵
﹃
鷗
外
﹄
第
一
〇
六
号
︑

二
〇
二
〇
年
︶
︒
前
者
に
は
︑
﹃
帝
謚
考
﹄
が
﹃
鷗
外
全
集
﹄
に
収
載
さ
れ
た
経
緯
も
述
べ
ら

れ
て
い
る
︒

（ 46 ）

宮内庁書陵部蔵『帝謚考』の成立過程 衽衲森鷗外の書き込みをもとに衽衲



（ 153 ）

【
田
代
論
文

図
版
一
】

【
田
代
論
文

図
版
二
】

【
田
代
論
文

図
版
三
︵
ｄ
︶
︼

【
田
代
論
文

図
版
四
︵
ｂ
︑
図
版
三
と
同
じ
箇
所
︶
】

【
田
代
論
文

図
版
五
︵
ｄ
︶
︼

【
田
代
論
文

図
版
六
︵
図
版
五
と
同
じ
箇
所
︶
】

【
田
代
論
文

図
版
七
︼



（ 154 ）

【
田
代
論
文

図
版
八
︼

【
田
代
論
文

図
版
九
袞
貼
紙
︼

【
田
代
論
文

図
版
一
〇
︼

【
田
代
論
文

図
版
九
袞
本
紙
︼

【
田
代
論
文

図
版
一
一
︼

【
田
代
論
文

図
版
一
二
︼


